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は じ め に

八尾市は、 大阪府のほぼ中央部に位置しており、 市域は、 東方の生駒山地

西麓から、西方の大阪平野東部にかけての範囲に広がっております。古くは、

北に河内湖、 河内潟に面し、 旧大和川の支流であった多くの河川によって、

肥沃な平野が形成されてきました。 旧石器時代から連綿と遺跡が形成されて

おり、 全国的にも有数の遺跡の宝庫と呼べる地域であります。

本書は、 当教育委員会が、 平成22年度に(財)八尾市文化財調査研究会に委

託して実施した市内の周知の埋蔵文化財包蔵地における個人住宅等の建設

に伴う発掘調査や民間の各種事業の開発工事等に伴う遺構確認調査の成果

を収めております。

弥生時代中期から後期の集落の存在を知ることができる多量の土器が出

土した亀井遺跡、 古墳時代前期の完形品の古式士師器を含む士坑や船材を使

用した井戸を確認した小阪合遺跡、奈良から平安時代の墨書人面土器が出土

した久宝寺遺跡、 中世の集落の広がりを確認できた美園遺跡、 萱振寺内町の

近世以降の様相が明らかになった査振遺跡の調査など様々な貴重な成果を

得iることができました。

今後、 埋蔵文化財の重要性を市民の方々をはじめとして、 多くの人々にご

理解をいただき、 地域の貴重な歴史資産のひとつとして、 保存・活用してい

くことが文化財行政の重要な課題となります。 本書が、 その役割の一助とな

れば幸いです。

最後になりましたが、 今回の調査に際し、 ご耳間平とご協力を賜りました関

係各位に厚く御礼申し上げます。

平成23年3月

八尾市教育委員会

教育長 中原敏博



例 昌

1. 本書は、平成;22年度の国庫補助事業(市内発掘調査)として、大阪府八尾市で実施し

た発掘調査の報告書である。

2. これらの発掘調査は、八尾市教育委員会が平成;22年度に(財)八尾市文化財調査研究会

に委託して実施したものである。

3. 本書には、市内の埋蔵文化財包蔵地での発掘調査及び遺構確認調査と埋蔵文化財包蔵

地外での試掘調査のうち、平成22年度に実施した平成22年4月から12月までの調査と、

平成21年度に実施した平成22年1月 から3月までの調査を掲載している(掲載順序は遺跡

名の五十音順となっている。)。 そのうち、特に成果のあった調査については、その概要

を掲載している。

4. 調査した場所及び位置については、それぞれの年度の巻頭に一括して位置図を掲載し

ている。

5. 本書の作成にあたっては、(財)八尾市文化財調査研究会 高萩千秋・坪回真一・成海

佳子・原田昌則・樋口 薫 が執筆を行い、各報嘩分担は目次末に記している。

6. 本書に掲載している出土品及び図面類は、埋蔵文化財の活用に資するため、八尾市立

埋蔵文化財調査センター(八尾市幸町四丁目58-2)において保管している。

7. 本書の編集は、八尾市教育委員会生涯学習部文化財課が行った 。
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1 区北壁(南から) 2 区北壁(南から)
ll- 3 -15) 小阪合遺跡 (2010-12) 周辺状況(南東から) 西壁(東から)
II - 3 -16) 小阪合遺跡(2010-232) 周辺状況(南西から) 1 区南壁(北から)

図版19 ll- 3 ー16) 小阪合遺跡(2010-232) 104土坑(北東から) 2 区北壁(南から)
2 区 2 面(南から) 3 区北壁(南東から)
301鋤溝(南東から) 302 ・ 303士坑 (南東から)
出土遺物 出土遺物

図版20 ll- 3 -17) 小阪合遺跡(2010-105) 周辺状況(北東から) 機械掘削状況(北東から)
1 区西壁(東から) 2 区東壁(西から)
3 区第 2 面 付出も) S E321 (東から)
4 区第 2 面 (西から) S0421(東から)



図版21 ll- 3 -17) 小阪合遺跡(2010ー105)
図版22 ll- 3 -17) 小阪合遺跡(2010-105)
図版23 ll- 3 -17) 小阪合遺跡(2010-105)

ll- 3 -18) 渋J 1 1 廃寺 (2010--95)
ll- 3 -19) 成法寺遺跡(2010-65)

図版24 ll- 3 -20) 成法寺遺跡(2010-165)
II - 3 -21) 東郷遺跡(2010ー76)
ll- 3 -22) 東灘院宣跡(2010-221)

図版25 ll- 3 -23) 東郷遺跡(2010-244)

ll- 3 -24) 中国遺跡(2010ー177)
ll- 3 -25) 中国遺跡(2010-142)

図版26 II - 3 -25) 中田遺跡(2010-142)

ll- 3 -26) 中田遺跡(2010-198)
図版27 ll- 3 -27) 中田遺跡(2010-257)

ll- 3 -28) 中国遺跡(2010-315)
ll- 3 -29) 東弓削遺跡(2010-481)

出土遺物
出土遺物
出士遺物 出士遺物
周辺状況 (南東から) 3 区北盤 (南東から)
周辺状況 (東か ら) S K 1 (�凶も)
出土遺物 出土遺物
西壁(北東から) S E 1 (北東から)
周辺状況 (南西から) 北盤 (南東から)
周辺状況 (南東から) S K  1 (北東から)
2 区西壁(北東から) 3 区西壁(東から)
周辺状況 (北方も) 柱穴l(東から)
1 区北盤(南から) 3 区北壁(南から)
全長 (北から) S K201 (北から)
周辺状況 (北東から) 南壁(北から)
出土造物 出土遺物
出土遺物 出土遺物
出土遺物 出土遺物
周辺状況 (東か ら) 南壁(北から)
周辺状況(北西から) 1 区東壁(西から)
2 区北壁(南から) 出土遺物
周辺状況(南か ら) 南壁(北カも)
大塚の石碑(北西から) 北壁(南から)

図版28 ll- 3 -30) 東弓削遺跡(2010-453) 1 区北盤(南から) 1 区全景 (南から)
2 区南壁(北西から) 2 区全景 (北カミら)

ll- 3 -31) 東弓削遺跡(2010-291) 周辺状況(北西から) 西壁(北東から)
土器10出土状況 (北西から) 土器11出土状況(南西から)

図版29 ll- 3 -31) 東弓削遺跡(2010一291) 出土遺物 出土遺物
ll- 3 -32) 東弓削遺跡(2010-359) 土遺物 1 区第 2 面 (北カも)

ll- 3 -33) 水越遺跡(2010ー107)
図版.30 ll- 3 -33) 水越遺跡 (2010ー107)

ll- 3 -34) 美園遺跡(2010-179)

1 区東壁(西から) 2 区第 2 面 (北から)
2 区東壁(西から) 周辺状況(北西から)
1 区西壁(東か ら) 2 区西壁(東から)
周辺状況(北東から) 1 区南壁(北東から)
2 区北壁(南から) 3 区北壁(南東から)
S K 4 (南西から) 出土遺物

図版.31 ll- 3 -34) 美園遺跡(2010ー179) 出土遺物
図版.32 II - 3 -35) 宮町遺跡(2010ー87) 南壁(北から) 5 層上面(西から)

調査状況(東から) 出土遺物
出土造物 出土遺物
出土遺物

図版.33 ll- 3 -36) 八尾寺内町(2010ー145) 周辺状況(北東から) 1 区北壁 (南から)
SD 1 (南から) 2 区東壁(西から)
出土遺物 出土遺物 出土遺物



II - 3 -37) 弓削遺跡(200!r433)
図版.34 ll- 3 -37) 弓削遺跡(200!r433)

周辺抑制北東から) 1 区北壁(南から)
2 区西壁(東から) 掘削状況(北西から)
出土遺物 出 士遺物
出 土漬物



I 平成21年度市内遺跡発掘調査報告
(平成22年1月-3月)



1 平成21年度 1 - 3 月 発掘調査一覧表

遺跡名 調査地 調査目 目 的 対象 聞査方法(申帽番号) (聞査原因)

跡郁遺跡 春 日 町 4 丁 回2年 個人住宅 基礎節 分 1.5X2.5mの開査 区1ヶ所
(2009-356) 目 1 1番12の 1 月 7 日 ( ta録保存開査) 標さ2. 0mまで開査

郁

回2年 広鋪跡郁遺跡 跡郁本町4 2月23'
基礎 ・ 防火水槽部分 3.5X3. 5mの開査 区7ヶ所

(2OOH31) 丁目国 24'25目、 f院祖 碓寵 悶査 ) 標さ2. 5mまで開査
s 月 1 日

田植骨後遺4脇.61) 
植松町 7 丁 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査 部

)
分 2.0X2.0mの調査区h所

巨聞のー部 s 月 4 日 深さ 1.6血まで調査

植松町 8 丁
四植時後遺4路58) 冒呂田番 ・ 田

田Z年 分
(譲試住掘宅

・ 確
人認孔調

部査 分
) 

2.0X2.0mの調査区h所
s 月 8 日 深さ 1.6血まで調査番 1

大竹酉遺 跡 楽音寺 Z 丁 田Z年 分議 住宅 人孔部分 2. I5X1. 5mの調査区h所巨128暑 1 、(2()09-361) 1四番3 1 月 14 日 (試掘 ・ 確認調査 ) 深さ2.0血まで調査

恩智温轟 恩智北町4 田Z年 個人住宅 2.0X2.0mの調査区h所

(2()09-465) 丁 目 536-2 3月12日 基{礎記録・静保化存槽調郁査 分
) 

1.0X2.0mの調査区h所
深さ 1.6血まで調査

董撮遺轟 萱振町 6 丁 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査 部
)
分 2.5X2.5mの調査区h所冒田署のー(2OOHO唱) 部 2月羽田 深さ2.0血まで調査

木の本遺 跡 木の本 3 丁 田2年 分穣 住宅 入 孔部分 2.0X2.0mの開査区4ヶ所
(2冊令制J) 巨22審 1 月 12 日 f院楓 確認帽査 ) 深さ 1.白血まで開査

郡川遺跡 郡川 4 丁 目 H22年 個人住宅 : 浄化槽部分 2.0X2. 0mの調査 区1ヶ所
(2OOH89) 51- 2 2 月 4 日 (IC蝿保存調査 ) 深さ 1. 9mまで調査

川、阪合遺跡 青山町4丁 H22年 倉庫 基礎部分 2.5X2. 5mの調査 区2ヶ所
(2009-419) 百2四番 1 月 四 日 f酷楓 碓隠 調査 ) 諜さ2.5mまで調査

成法寺遺跡 松山町 1 丁 田2年 分議 住宅 島礎部分 2.0X2. 0mの調査 区2ヶ所
(2009-386) 目57-2. 2 月 9 日 f試掘 碓隠 調査 ) 課さ1. 4......2. 1mまで調査57- 3 

成定寺遺 跡 清水町 1 丁 日目年 事務所 基礎部分 3.5X3. 6mの嗣査区.，.所
(2冊9-415) 巨 9 番 1 、 9 s 月 8 ・ (棋楓 確認闘査 ) 深さ3. O.....S. 4mまで闘査番 S 16日

太子堂遺 跡 南太子堂 6 H22年 個人住宅 : 基礎部分 1.5X3. 0mの闘査区h所
(2冊.....，) 丁 目 4番 2 月 16 日 〈言E揖保存嗣査) 深さ 1.9皿まで嗣査

国井中遺 跡 岡 井 中 3 丁 H22年 個人住宅 : 基礎部分 1. EiX2.0mの闘査区h所(2冊..... η 巨12'番11 s 月 26日 〈言E揖保存嗣査) 探さ2.0皿まで嗣査

垣内5 丁 目 分議住宅
高(2安冊古.... 墳72群) 61番5 、 6 1 H22'年 基礎・浄化槽 部分 2.0X2. 0mの闘査区 2 � 所

番ι阻害 s 月 17日 (試掘 碓認闘査 ) 探さ2.0皿まで嗣査
8 

個人住宅高(2安冊古.... 墳8群8) 神立 8 丁 目 H22'年 切士・浄化槽 部分 2.0X4. 0mの闘査区 2 � 所
127番1 s 月 19日 〈言E揖保存嗣査) 探さ2.0皿まで嗣査

車鋪温肱 荘内町 1 丁 H四年 分議 住宅 基礎部分 2.5X2. 0mの闘査区h所
(2曲9-<21) �26審3 1 月 27日 (試掘 確認蘭査 ) 探さ2.0皿まで嗣査

面積
(rri) 

3.75 

85.75 

4.00 

8.00 

3.75 

6.00 

6.25 

16.00 

4.00 

12.50 

8.00 

金9.00

4.60 

3.00 

8.00 

16.00 

6.00 

間査結果

酔細Iま 1 - 3 一 刊に1il8

酔細Iま1 - 3 -2) に1il8

醇細は1 - 3 - 3)に記揖

当地は旧平野川の阿川流路の南端部、 古代棋阿路や中
世以降の奈良街道に近接した位置にあた

る 環
る。
境

江
で

戸
あ

時
っ
代
た前

こ
期
k

後
が推

半期
定

については池状遺構が広が
され る。

当地一帯が永〈 生産域在して利用 されていたこkを確
認 した.

現
住域

耕土
と

直
な

下
る
が地山層であ る こ 左 を確認した。 当地が居
のは近世以降と考えられ る，

醇細は1 - 3 -4)1こ1il8

旧耕士上面は、 南北が寓〈、 中央部が約30咽低い と と
が判 明 した. 1区では農業用井戸に関連す る堆積層を
確認した。

本地は、 東から伸びる尾極の南側斜面にあたり、 6 ・
7層は土石流 に伴う堆積層 と考えられ る.既往調 査 成

呆からは、 5 ・ s層よ面が遺構構築面にな る可能性が
高い.

酔細Iま1 - 3 - 5 ) に配鴫

旧耕土以下 4層までが耕作にかかわる地層 と考えら
れ、 最下の4 層は耕作地の最枠内主ース ( 耕盤 ) と 考えら
れ る. 2...... 4 層耕作土内には、 平 安時代~中世の遺物
が含まれ る こ と から、 近隣に当該期の集落が存在し 士
可能性が高い，

詳細は1 - 3 - 6) 1=1B職

4層は古平野川の堆積層 と考えられ る. 同様の砂層は
植松遺跡・亀井遺跡なEでも確認されており、 埋没時
期は平 安時代頃k考えられてい る，

北方約10m地点の嗣査 ( T N96-14)では‘ T.P.噌.0皿
付近で古漬時代 謹期後半の水闘や室 町時代中期前半の
弁戸 が検

k が
出
想
され

定
た
され

が. 本地では近世の耕作士で削平さ
れたこ る。

4層遺物包 含層や 2 区
し

検
た可

出
能
の遺

性
構
が考

から、 当地に古墳時
代 中期の集落が存在 えられ る.

当地は高安古墳群包蔵範囲の北部で、 東の高安山から
広
西道

が
路

る扇
が 谷

状
状
地上

地
に位置す る。 南側のー段低くなった東

が谷 状地形にあたり. 当地は地山層を削り整地
してい る こ とが判 明した。

湿地性増税層
古
が続

墳時
〈状

代
況
前期

を確
遺物

認
包
し

含
た。

届
5層が東郁で確

認されてい る に対応 す る 可龍
性があ るが、 生 活面を形成す る よ うな層位は見られ
ず、 当地には居住墳が及んでいないと考えられ る。

担当者

坪図

成揖

坪岡

原岡

原岡

坪岡

原因

高 萩

成講

坪悶

成講

坪岡

成講

岡国

岡国

高萩

坪岡



遺跡名 調査地 調査日 目 的 対象
(申請番号) (調査原因)

中国温肱 JI1J部 1 丁 目 1122'年 個人慌住揖宅保存基欄礎査
部

)分
四時-40η 1純番 2月17日

中国温肱 JI1J部 2 丁 目 田2年 個人( 記住録宅保存基調礎査
部

)分t却骨...，) 19"毒 2月19日

花岡山遺脇 楽音寺6丁 田Z年 学校新棟建設
t加悦ト'40) � 1番地 s月 1 日 基礎 ・ 防火水槽 部分

(試掘 確認調査)

東弓削遺跡 人尾木 1 丁 田2年 個人{記住録宅保存基調礎査
部

)分
t加悦ト.399) 巨 1 番1号 1月21日

東弓削遺跡 人尾木東 1 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査
部

)分(2冊......，) 丁 目 141番1 s月11日

人尾木 Z 丁
東弓削遺趣 目白 書地・ 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査

部
)
分国酔-490) 21暑 3 ・ 21 s月25 日

番2のー部

その他 住宅{長屋 住八尾寺肉町 本町5丁目 田Z年 宅) 基礎部分(2()09-374) 118-1 1月21日 {試掘確認調劃

本町 5 丁 目
八尾寺肉町 57-2、57- 田2年 個人住宅 基礎郁分(2冊.....7) 3，58- s月 3 日 (言E蝿保存鯛査)

7 ，58-8 

矢作温買事 商業町4丁 田2年 個人住宅 : 基礎部分
(2冊9-412) 巨143審s 2月18日 (記録保存鯛査)

調査方法 面積
(n!) 

2
深

5
さ×2

2
3

5
m

m
ま

の
で

開
刷

査
査

区 1ヶ所 6.26 

2. EX 2
.
.

6
晶皿

m
ま

の
で

調
調

査
査

区 ""所
深さ1 6.26 

3.0X3.Omの調査区4�所
深さ3.0皿まで 調査 36.00 

2.6X2. 6mの調査区 ""所 6.26 深さ1. ，血まで 調査

3.0X2.5mの調査区h所
深さ2.5血まで 調査 7.50 

2.6X2. 5mの調査区h所 6.25 深さ2.0血まで 調査

2.6X2. 5mの調査区h所 6.25 深さ2.0血まで 調査

2.0X2. 0mの開査区1ヶ所
2.5X4. 0mの開査区1ヶ所 14. 00 

深さ105mまで 開査

2.5X2. 5mの開査区1ヶ所 6.25 深さ2.2皿まで 開査

2 

調査結果

耕作士内から平安~ 中 世
られ

の土
る
器

遺
類
物

、 および現地表下1. 5
血から弥生土器>考え が出

な地
土

壌
し た

で
。

あ
弥
っ

生
た

時左代後期の当地は、遺構 の存在 が希薄
考えられる。

醇細は1 - 3 - 7 ) に記蛾

南西 下が りの旧 地形を確認し たほか
土壇

、
化
4 層

層
が既往調査

可
で験
能性

出 された古墳時代中期以降の に対応する
がある。

表
め方

土直か
下

ら
検
、
出

建
の井

物建
戸

設
は『息吹き竹』の存在や人為的な埋

、 旧 の際平安
に集
時
配
代 後

を行
期

い
の遺

、
構

埋
面

められた
こ k が

可
判

能性
明。

が
e居上面は に対応

す る 高い。

中世~近世の作士眉や自
し

然
た
阿

古
川
墳時

を確
代

認
初頭
し

~
た 。

前期
6 ・ 8眉

につ いては北部で 確認 の遺構
面に相 当 する可能性がある。

醇細は 1 - 3 - 8 ) 1こ1B8

当地は品寺内 町の北京闘 にあたる。 I河内 国若江郡
人尾郷絵図』で は居住域で はなく耕 作地 と な qている
が、 今回の調査で は作土は認められず 、 相択地で あ4
たこ とが確認 された，

詳細は1 - 3 一剖!こE職

既往閉 査で 検出し ている古墳時代後期以降と平安時代
後期~鎌倉時代に対応する地届を確認し た。

担当者

成講

成梅

岡田

成務

坪回

高萩

坪回

成海

成海
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3 . 市内遺跡発掘調査報告

1)跡部遺跡α009-356)の調査

( 1 ) 闘査地 : 春 日 町 4 丁 目 11番12の一部(第 1 図参
照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約2. 5 X 1. 5m、 面積約3. 75 
IlÍl ヶ所を、現地表 (T. P. +9. 1m) 下2. 0m前後までを調
査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区補助点4
B 122 (調査地東部 : T. P. +9. 2 氾9m) である。

【地層】 0層は客土 ・ 盛土層。 以下現地表下2. 0m前
後までの2. 0m聞において 7層の基本層序を確認した。
1 層 (T. P. +8. 1�8. 2m) は旧作士層。 2 ・ 3 層 (T. P. +7. 7 

�8. 1m) は撹枠の著しい作土層で、 時期は中世~近世
であろ う 。 4 � 6 層 (T. P. +7. 2�7. 7m) は鉄分斑やマン

9.0m 

8.0m 

7.0m 

。 盛土層

北壁

。

宅孟ヨ
さE

1 晴オリーフ灰色極細馳砂混シルト質粘土(1自作主層)
2 緑灰色極細粒砂勾細馳砂混シル ト買粘土3 反オリーフ色極細粒砂m細馳砂混急'J"ト寅粘土仔.1蛭}
4 にぷい貧色細粒砂ω中継砂塵粘土質シル ト(f.斑 目'0闇
5 にぷい貧笹色極細粧砂ー細艦砂混粘土質シル ト仔a斑多国蜘斑多)
e 禍灰色極細粧砂町制粧砂混シルト質粘土仔e礎}
? 灰色椙銅勉砂シルト賀粘土惜)

第1 1 図 断面図 (5 = 1 /100) 

ガン斑を多く 含む土壌化層で、 淘汰不良の層相である。 作土層 と 考え られるが詳細は不明である。 7 層
(T. P. +7. 2m以下) は古墳酎t前期の遺物包含層で、 炭を含んでお り 遺構埋士の可能性も ある。

【検出遺構】 な し。
【出土遺物】 3層から時期不明の土師器片が数点、出土 したほか、 7層からは古墳時代前期 ( 布留式期)

頃までの土器片が少量出土した。
( 3 ) ま と め ・ 調査では周辺の調査地と 同様、 古墳時代前期頃の遺物包含層が検出され、 遺構埋士の可

能性もあ り 、 当地が当該期の 集落域に含まれていること を確認した。

【参考文献】

・原田昌則z∞4 frr跡部遺跡第:23次調査(AT宮島一23)J n財)八尾市文化財調査研究会報告81.11 (財)八尾市文化財調査研究会
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2)跡部遺跡(2∞9-431)の調査

( 1 ) 調査地跡部本町四丁目59 (第 1 図参照)
( 2 ) 調査概要 . 平面規模約3. 5 X 3. 5m、 面積約12. 25rrl 7 ヶ 所 (総面積約85. 75rrl) について、 現地表

(T. P. +9. 5�10. 0m) 下3. 0m前後までを調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点2A
166 (調査地北西 : T. P. +9. 411m)である。

【地層】 現地表下0. 6�1. 0m前後までは客土 ・ 盛土層及。消乱、 以下現地表下2. 2�3. 0mまでで10層の
基本層序を確認した。 1 層は旧作土層 σ. P. +9. 0m前後) である。 2 層は床土層である。 3 � 7層は褐色
~灰褐色系のシル ト層からな り 、 5 区では島畠の基盤層になる。 北部に位置する 1 � 3 区では 4 � 7 層
上面から切 り 込む遺構を確認している。 また、 7層は奈良時代の遺物包含層である。 8 �1O層は河) 1 1堆
積層で、 この内 8 層上面を基盤層 とする遺構を確認した。 10層は河川堆積層である。 3 区では層厚1. 0
m以上を確認したo

【検出遺構】 1 区 : 4 層上面σ. P. +8. 7m前後) の壁面で遺構 8 1 01 を検出した。 詳細は不明、 幅0. 3m .
深さ0. 2m、 埋士は①炭混 じ り 悌局色砂質シル ト。 6 層上面 (T. P. +8. 2m前後) で士坑8 Kl l l ・ 溝8 0 1 1 1
を検出 した。 8 Kl l 1 は東西に長い楕円形、 長径0. 8m ・ 短径0. 5m ・ 深さ0. 2m、 埋土は灰色粘土。 8 0
1 1 1 は東西に伸び、 幅10 8m ・ 深さ0. 4m、 埋土は②灰色シル ト~粗粒砂の互層。 7層上面 (T. P. +8. Om前
後)で溝8 0 1 1 2 ・ 8 01 13を検出 した。 8 01 12は東西に伸び、 幅O. 5m ・ 深さ0. 15m ・ 検出長3. 0m、 埋
士は④灰色極細粒砂混粘土質シル ト で、 内部から土師器皿 ・ 杯 ・ 審 ・ 貌恵器杯等が出士。 8 01 1 3は東西
に伸び、 幅0. 9m ・ 深さ0. 3m、 埋土は③灰色シル ト ~極細粒砂の互層 ・ ④灰色極品目粒砂混粘土質シル ト
で、 内部から土鵬杯・皿 ・ 小型高杯、 1 ・ 製塩土器の可能性のある粗製鉢 ・ 須離耕等が出土。 8層上面
(T. P. +7. 7m前後) で士坑8 K121 ・溝8 0121 を検出した。 8 K121 は北西ー南東に長い隅丸方形、 長辺1. 0
血 ・ 箇忍O. 75m ・ 深さ0. 3m、 埋士は⑥炭混 じ り 暗灰色極蜘粒砂で、 上部には炭が厚く 堆積している。 内
部から土師器皿 ・ 杯 ・ 費 ・ 粗製蓮Z ・ 多王朝栴3 ・ 4 ・ スサ等が出土。 8 0 121 は東西に伸びる 、 幅，0. 4
m ・ 深さO. 15m ・ 検出長1. 3m、 埋土は⑤灰色粘土で、 土師器杯 ・ 黒色土器A類が出土。 7 層からは竃 5 ・
士師器杯 6 �1 0 ・ 窪1 1 ・ 須恵器杯12が出士。

2 区 5層上面(T. P. +8. 3m前後) で溝8 0211 を検出 した。 8 021 1 は東西に伸び、 幅2. 0m以上 ・ 深さ
0. 6m、 埋土は⑦灰色シル ト~粗粒砂の互層 ・ ⑧灰色シル ト ~極細粒砂の互層。 8 層上面σ.P. +8. 0m前
後)では溝8 0221 �223を検出した。 8 0221 はほぼ南北に伸び、 幅1. 2m ・ 深さ0. 3m、 埋土は⑨灰色粘
土で、 士師器杯13 ・ 費 ・ 須恵器等が出士。 8 0222は南北に{申び、 幅，0. 35血 ・ 深さ0. 15m ・ 検出長O. 75 
m、 埋土は⑨灰色粘土。 8 0223は南北に伸び、 幅0. 2m ・ 深さO. 15m ・ 検出長10 0m、 埋土は⑨灰色粘土、
古墳時代の須恵器杯が出土。

3 区 : 6 層上面 (T. P. +8. 5m前後) で溝8 0301 を検出 した。 8 0301 は北東一南西に伸び、 幅10 0m以上 ・
深さ0. 4m、 埋士は⑮開局色組砂 ・ 粘土質シル トの互層。 7層上面 σ P. +7. 9m前後) で構8 031 1 を検出
した。 8 031 1 は東西からやや南に振る、 幅10 4m以上 ・ 深さ0. 2m、 埋土は⑪白灰色極細粒砂~粗粧砂の
互層。 8 層上面σ. P. +7. 6m前後) で溝8 0321 を検出 した。 8 0321 は東西からやや南に振 り 、 幅0. 8m .
深さ0. 3m、 埋土は⑨灰色粘土。 7層からは奈良時代の土師器杯14 ・ 賓のほか、 気恵器が極少量出土。

4 区 ・ 5 区 : 検出遺構は無し。 4 区の 6 � 7層から土師器 ・ 須恵器の小片が出土。
6 区 : 2-2層直下(T. P. + 8. 4m) で、 東西に伸びる河'J 1 1流路を検出、 深さ は0. 8m、 6-2層まで切 り 込ん

でいるロ 埋土は⑮青灰色粘土質シル ト ・ ⑮灰色粗粒砂ロ
7 区 : 2-2層直下(T. P. + 8. 8m)で、 東西に伸びる河川流路を検出、 深さ は0. 3m、 3 層まで切 り 込んで

いる。 埋土は⑫青灰色経細粒砂。
【出土遺物】 小型高杯 1 は手づく ねで作られ、 火を受けている。 9 世紀前半に出現する器形である。 2
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は製塩土器と考えられる粗製の鉢で、奈良~平安時代のものである。 須恵器杯蓋3・杯身4は奈良時代(平

城ill)までのものである。 竃5は把手または焚口のひさし基部から欠損している。 端部の形態や傾きなど

から、 8世紀(平城II "-' ill)以降のものと考えられる。 杯6は小型で深く、 密なへラミガキが施され、 杯

9は内面の暗文や口縁部の巻き込みから8世紀中頃(平城ill)以前におさまるもので、他の杯7・8・14

もほぼ同時期のものであろう。 杯10・13は9世紀(平城VI"-'四・平安I)以降に下るものと考えられる。

【まとめ】

今回の調査では、 奈良時代~ 近世に至る遺構・ 遺物を検出した。 おおむね4層は近世、 5 . 6層は中

世、 7層は中世~平安時代、 8層は奈良時代の遺構ベースにあたる。 いずれの遺構も調査区北部に集中

している。 1区では奈良時代の炉祉の可能性があるS K121を検出したが、 調査地北西部で行った既往調

査でも奈良時代の井戸などが検出されており、 これらとの有機的なつながりが推測できる。

【参考文献】
・岡田清一1993 111 跡部遺跡(AT92-8)第8次調査J �八尾市埋蔵文化財発掘調査報告3911 (財〉八尾市文化財調査研究会

λT 
L J ノ7

1\ r7a \ヒ ー」イ 1 3

て�シZ \ 

てヨ

ト二二114
とー斗 ペ 1 0

5 
o )

 

a4

 

:

i

 

1
 
(

 

20cm 

第13園 出土遺物実測図

表1 出土遺物一覧
番号 出 土地 器 種 法量(cm) 備考

S 01 1 3  土師器 小型両杯 裾 径 5.2 -手づくね・火を受ける • 9世紀前半以降
2 S 0 1 21 士師器 粗製鉢 口 径 14.4 -製塩土器か
3 S K 1 21 須恵器 杯蓋 口 径 18.3 • 8世紀中頃以降4 S K 1 21 須恵器 杯身? 高台径 9.3 -内面に自然紬 • 9世紀中頃以前
5 1 区 7 層 土師器 竃

6 1 区 7 層 土師器 杯 口 径 10.8 -深い体部 -口縁部の特徴から8世紀中頃以前
7 1 区 7 層 士師器 杯 口 径 12.6 
8 1 区 7 層 土師器 杯 口 径 14.4 -火を受ける
9 1 区 7 層 土師器 杯 口 径 16.5 -内面に放射状暗文 口縁部の特徴から8世紀中頃以前
1 0  1 区 7 層 土師器 杯 両台径 11. 4 -火を受ける
1 1  1 区 7 層 土師器 護 口 径 1 9.0 -火を受ける
1 2  1 区 7 層 須恵器 杯 局台径 10.6 
1 3  S 0221 士師器 杯 局台径 9. 7 -火を受ける
14 3 区 7 層 土師器 杯 口 径 14.2 • 9世紀中頃以前
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3)植松遺跡(2009-461)の調査

( 1 ) 調査地 : 植松町 7 丁目66の 一部 (第2 図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約2. OX 2 .  Om 、 面積約 4. 0

rrl 1 ヶ所を、現地表 (T.P. +10. 6m) 下1 05m 前後ま で、調

査 した。 調査で使用 した標高は、八尾市街区多角点20

B83 (調査地南東部 : T. P. +10. 399m) であ る。

【地層】 0 層は現表土層。 以下現地表下1 .5m前後ま

での1 04m聞において 8 層の基本層序を確認した。 1 ""'

4層 (T.P.+9. 8 ""'10. 5m) は締 り の悪い層相で、起伏に

富む。 近世~近代の作土層 と 思われる。 5 層 (T.P. +9. 6 

""'9.8m) は撹持された土壌化層で、上面が 1 面である。

6 層以下 (T.P. +9. 6m以下) は水成層である。

【検出遺構】 5 層 上面 (T.P. +9. 7m) で土坑 1 基(S K

1 ) を検出した。 平面 形は85 X 70cmの不整円 形を成 し、

北壁h之主�寸
10. 0m ;------;，一~三一一一→

-�ーノ須\ �ベ�て，:s: 軍
9. 0m ，�ゴ8

0:黄灰色極細粒砂~粗粒砂混シノレト 表土
黄褐色極細粒砂~粗粒砂混粘土質シノレト 炭

2 ・黄灰色極細粒砂~細粒砂多混シノレト 炭
3:黄褐色極細粒砂~中粒砂多混シノレト 炭
4:灰黄色極細粒砂~中粒砂多混シノレト 炭多
5 黄灰色極細粒砂~細粒砂混粘土質シノレト~シノレト
6 黄灰色極細粒砂~粗粒砂多混シノレト Fe斑
7 灰色シノレト質粘土~シルト互層 Fe斑
8 :にぶい黄色極細粒砂 Fe斑

深さは約30cmを測る。 埋土はブロ ッ ク状の単一層であ 第14図 平・断面図(5 = ， /100) 
る。 底か ら浮いた状態で土師器羽釜 ・ 皿、唐津焼鉢等が出土 した。 羽釜は底を欠 く 。 土師器皿は南部に

集中 している。 羽釜が 正位で出土 したため 井戸枠の可能性も 考えたが 、 土坑の底が 8 層湧水層に 達して

お らず 、 ま た羽釜の内 ・ 外に同一個体の唐津焼片が 出土 した こと か ら 、 井戸ではない と 判断 した。 時期

的には出土遺物か ら 17 世紀代に 比定される。

【出土遺物】 1 ""'4 は土師器皿である。 いずれも 淡灰黄色で、 口縁部が内湾する 1 ・2 と 、 直線的に

開 く 3 ・ 4 がある。 5 は土師翻耳釜で、 体部のやや下位に水平な短い鍔を巡 らせる。 鍔下面以下は煤け

てお り 、底部は欠損 している。 土圧に よ り 歪んでいる。 6 は肥前系磁器碗で、外面に一重網目文を描く 。

底部付近は断面が淡赤色を呈 し、焼成不良 と 思われる。 高 台畳付き 露胎。 7 は唐津焼片 口鉢であ る。 調

整は高 台脇のみ回転へ ラ ケズ リ を施し、他は回転ナデであ る。 口 i蹴出部 ・ 底体部外面は露胎。

(3) まとめ : 調査では近世の遺構を確認した。 17世紀代に 比定される も ので、遺構検出の際に も 17

世紀代の 伊万里焼碗が 出土 している。 当地は奈良街道沿いに位置 してお り 、宝永元年 (1704) の大和川付

け替え以前か ら 近世集落が成立 していた こと が確認された。

【参考文献】
・西村会助2007 [" 1 植松遺跡(第9次調査)J WC財)八尾市文化財調査研究会報告99� C財〉八尾市文化財調査研究会

f一一 f一ー 〆一一
、一一 \ 一 一一
(' ，-- r� 
\一一、ー にー

〆一

、一ーに一ー 、一一 、ー

5 o 

第15園 出土遺物実測園
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4)萱振遺跡(2009-409)の調査

( 1 ) 調査地査振町6 丁 目 53番の一部 (第 3 図参冊
(2) 調査概要 : 平面規概5 X 2. 5m、 面劇. 25nf 1 ヶ所を、 現地表 (1. P. +U. 75m前後)下2. 0m前後ま

でを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区補助点3B 143 (調査地西方 : 1. P. +5. 998m) である。
【地層】 現地表(1. P. +6. 75m前後)下0. 3mlま客土 ・ 盛土層である。 以下現地表下2. 0m前後において10

層の基本層序を確認した。 1 ・ 2層lおE世~近代の遺物包含層である。 3 層は砂質シル ト層で、 上面を
構築面とする近世後半の遺構( 5層) が認められる。 4 ・ 6 層は共に近世遺物を含む不均質な層相で、 整
地層 と考え られる。 6層からは江戸時代前期後半以降の肥前系離輔、 京焼碗が出土 した。 7層は砂質
シル ト層で、 上面において士坑を 1 基(S K 1 )検出 した。 8層は砂質シル ト層で、 瓦器椀が極少量混在
していた。 9 層は秒質シル ト。 10層は水成層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 7層上面σ. P. +5. 5m) で土坑を 1 基(S K 1 ) 検出 した。 S K 1 は調査区北東隅
で検出した。 北 ・ 東側は調査区外』こ至る。 検出部分で東西幅1. 16m、 南北幅0. 65m、 深さ0. 3mを測る。
埋士は炭が混在する砂質シル トで、 肥前系磁拍宛、 京焼碗、 備前揺鉢等が出土 した。 この内図化できた
のは 1 � 7 である。 1 は肥前系染付け碗である。 外面に草花文を描 く 。 17世紀後半。 2 � 4 は京焼丸碗
である。 2 が約1/2、 3 ・ 4 が体部下位から底部が残存 している。 2 の体部外面に楼閣山水文が描かれて
いる。 底部裏面には、 2 に 「木下弥」 、 3 に記号文+ 印銘不明、 4 に 「中 村金」 の 印銘が認め られる。 そ
の う ち 2 の 「木下弥」 については、 鍋島藩窯出土遺物に認め られるため、 肥前産の 京焼風陶器である。
5 は肥前産の三島手の 大鉢である。 6 は備前焼摺鉢である。 摺 り 目 は 7 本をー単位とする。 乗岡実氏分

類の近世2 期 (17世紀第 2 � 3 四半期) に比定される。 7 は備前焼壷の底部である。
( 3 ) ま と め :査振寺内町は、 文明三年(1470) に本願寺八世法主劃日上人が河内布教後に門徒の要請に

こ たえて建 立された恵光寺を中心とする寺内町である。 明治十四年(1881) 以前に描かれた 「堺県下河内
圏第二大区四小区若江郡萱振村地引 図」には、 現状 と 同様の集落域を因縁する 環濠が認められる。 これ
以前の寺内町を描いた絵図は、 平成21年度に公開 された享和二年(1802) の 「萱振村絵図」 がある。 この
絵図では、 河内街道を挟んで恵光寺を含む三箇所の寺院を中心と し、 東 ・ 西 ・ 北側に環濠が描かれてお
り 、 こ の時点では南側に環濠が設け られていないこ と が窺がえる。

今回の調査地点は恵光寺の北に隣接する位置にあた り 、 7層上面で検出 したS K 1 から高台裏面に 「木
下弥;J r中 村金」 の 印銘を持つ17世紀後半に比定される肥前産の 京焼碗が出土している。 7 層上面の検出
遺構は、 「査振村桧図」 が描かれる 100年以上前の遺構で、 上部には焼士を含む整地層 ( 4 ・ 6 層) が見 ら
れるため、 この両層の上面が 「萱振村絵図」 に描かれた享和二年(1802) に対応する もの と推定される。

、戸主 1 ; Q智
子" ， 万三宮

と二三立二J
5.0m 弓主

日 付1田 2m
Iiiiiiiiー白ーーーー

。 客土・盛土層
t 貧褐色砂質シルト(近世m近代@遺物を含む)
2 にぷい貧褐色砂買シルト(近世-近代の温輸を含む)
s 灰褐色砂寅ヨシルト
4 明オリーブ灰色砂貧シルト(不均賃怠種地層・経世遺駒混在}
5:4層1011黄色砂貨シルト('l'均賞、健土混在・近世温情}
.，11.色砂貨シルト-.灰色砂質シルトの互周
7 禍灰色粗艦砂混砂寅シルト位戸時代前期後半構築面)
8 禍灰色粗馳砂混砂貧シルト(E器椀混在)
9 灰色砂質シルト
10 原色粘土質シルト

第16園 平 ・ 断面図 (5 = 1 /100) 
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-乗岡 実1999 I近世備前焼の措鉢J �関西近世考古学研究班』関西近世考古学研究会

・小谷利明2009 �特別展 やお まち 発見 八尾の寺内町一久宝寺 ・査振 ・八尾一』八尾市立歴史民俗資料館

\�)， 
CIJ. 

S=I/1 

、企�3

S=I/1 

�竺〆4

J(-' 
S=I/1 

、=三二

O 

第17園 出土遺物実測園

1 9  

「----
h→骨骨十→H-;+H4軌を， ""' " 仰抑

(1: 4) 

� 

20cm 



5)小阪合遺跡(2∞9-419)の調査

( 1 ) 調査地 : 青山町4 丁 目 247番(第 5 図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約2. 5 X 2. 5m、 面積約

6. 25IIÍ 2 ヶ所(総面積約12. 5IIÍ) について、 現地表
(T. P. +9. 8m) 下2. 5m前後までを調査した。調査で
使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点1A235 (調
査地南東部 : T. P. +9. 624m) である。

【地層】
0層は客士 ・ 盛士層。 以下現地表下2. 5m前後まで
の1. 4�1. 9m聞において、 1 区で10層、 2 区で 6
層の基本層序を確認した。

1 区 1 層は旧作土層(T. P. +8. 7�8. 8m)o 2 ・
3 層 (T. P. +8. 3�8. 7m) は中~近世の作土層であ
ろ う 。 4 層 (T. P. +8. 1�8. 3m) は古墳時代前期の遺
物 を含 む が 、 作土層 の 可 能性 も あ る 。 5 層
(T. P. +8. 1m) は砂磯層で、西部の一部で見 られた。
一時的 な洪水の痕跡 か も しれない。 6 ・ 7 層
(T. P. +8. 0�8. 1m)は撹持された土壌化層である。
古墳時代初頭後半~前期前半(庄内式期新相~布
留式期古相) の土器を含む。 8 層以下σ P. +8. Om 
以下) は水成層で、 上面で古墳時代初頭(庄内式湖
新相) の遺構を検出 した。

2 区一 1 層は旧作土層 (T. P. +9. 1�9. 3m) o 2 ・
3 層 (T. P. +8. 6�9. 1m) は中~近世の作土層であ
ろ う 。 4 ・ 5層 σ. P. +8. 1 �8. 6m) はブロ ック層、
6 層 (T. P. +8. 1m以下) もややブロ ッ ク 状を呈して
いる。 5 ・ 6層からは瓦若樹宛の細片が出土 した。
4 � 6 層は中世以降の大規撲な埋め 立て (池等) に
伴 う 層 と 考え られる。
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a 灰貨褐色細粒砂ω組組砂混粘土質シル ト F.斑多胎唖多
4 灰賞縄色細粒砂ー担粧砂多湿シル ト F 吋I多 園内斑多
5 晴オ'Jーフ灰色シル ト質鮎主翼細粧砂m細噂
e 晴灰黄色.. 噛砂-組組砂漠シル ト賀粘土 F ，斑7 暗民黄色細艦砂m担粧砂漉粘土質シル ト
8; 1=ぷい黄色シル ト寅粘土
8 オリ ブ灰色シル ト湿細粒砂ω組組砂
10 晴育灰色粘土
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.， 貧灰色細粒砂ω租魁砂混シルト寅粘土 フロック核
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2: 1=ぷい貧槍色鯛粧砂ω粗粧砂混粘土質ヨシル ト
3 灰賞褐色細組砂ω担粒砂湿シル ト
4 晴灰貧色細粧砂ー組組砂湿シル ト質勧ニtフロック F.斑多
5 貧灰色細粒.8-租馳砂混粘主質シルト フロッタ状
e 晴オリーフ灰色細馳砂m担組砂混粘土m粘土質シル ト

第18図 平 ・ 断面図(5 = 1 /100) 

【検出遺構】 1 区 B 層上面σ. P. +8. 0�8. 1m)で溝 2条(5 D 1 ・ 2 ) 、 土坑 1 基( 5 K 1) を検出 した。
5 D 1は北東一南西方向に延び、 幅約1. 0m ・ 深さ約40咽で、 断面逆台形を呈する。 埋土は 2層から成る
が、 上位にあたる酉壁 6 層が溝の最上層の可能性がある。 上層から古墳酎t初頭(庄内式湖新相) の墾 ・
高杯 ・ 4明涛量台等の他、 石器が出土 した。 5 D 2 は南北方向に延び、 南部で5 D1に接続する。 幅約20
岨 ・ 深さ約18cmを誤uる。 遺物は出土 していない。 5 K1は北西部に位置 し西に続 く 。 南北約50岨 ・ 深さ
約10咽で、 埋土は西壁 7層である。 遺物は出土 していない。

【出土遺物】 1 区5 D 1- 1 � 4 は土師器である。 1は小河猪号台で、 調整はヘラ ミ ガキで、 四方孔を有
する。 2 ・ 3 は椀形高杯で、 へラ ミ ガキを多用 し、 材部内面には斜放射状に施す。 4 は布留式影響の費
で、 体部最上位には縦方向の平行タ タキを施す。 5 は敵き石、 6 は磨 り 石である。 共に砂油製で、 一端
に使用痕が認め られる。

1 区 6 ・ 7層 7 は有稜高杯で稜上辺には明瞭な沈線が生 じている。 B ・ 9 はV様式系費で、 外面の
タ タ キは 口縁部中位まで及んでいる。 1 0は小形の高杯あるいは器台 と d思われ、 搬入品であろ う。 杯部は
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明瞭な稜か ら 口縁部が 上方に伸びる と 考え られる。

(3)まとめ :

調査では西の 1 区で古墳時代初頭 (庄内式期新相) の遺構を検出し、 北部・東部で確認している 当 該期

の集落域の広が り を確認した。 東の 2 区では中 世以降の地層が深 く ま で及んでお り 、 遺構面は削平され

ている よ うである。

【参考文献】
・高萩千秋1988 W小阪合遺跡一八尾都市計画事業南小坂合土地区画整理事業に伴う発掘調査一〈昭和59年度第4次調査報告

書>(財)八尾市文化財調査研究会報告1511 (財)八尾市文化財調査研究会
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6)成法寺遺跡(2009-415)の調査

( 1 ) 調査地 : 清水町 1 丁 目 9番 1 、 9番 3 (第 6 図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約3. 5 X 3. 5m、 面積約12. 25rrf 4 ヶ 所 (総面積約49. 0rrf) について、 現地表

(T. P. +9. 1m) 下3. 0'"'"'3. 4m前後まで、を調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角点lO C59 (調査

地北東部 : T. P. +8. 980m) である。

【地層】 0 層は既設建物築造 ・ 解体時の撹苦U冒。 以下現地表下3. 4m前後まで、の2. 0m聞において 8 層の

基本層序を確認 した。 概ね上層から、 中~近世の作土層 ( 1 '"'"' 4 層 : T. P. +7. 0'"'"'8. Om) 、 水劇冒 (5A'"'"'5F

層 : T. P. +6. 7'"'"'7. 3m) 、 土壌化層 ( 6 ・ 7 層 : T. P. +6. 5'"'"'7. 1m) 、 水成層 (8A'"'"'8J層 : T. P. +6. 5'"'"'6. 75m 

以下) と な る。 2 . 4 区 1 '"'"' 3 層 (T. P. +7. 2'"'"'8. Om) は撹搾の著 しい作土層である 。 2 区 4 層 (T. P. +7. 0 

'"'"'7. 3m) は淘汰不良で、 2 区で見 られなかった5層を撹枠 した作土層であろ う 。 5層は粘土~シルト優

勢の水成層で、 4 区5A層のシルト~細粒砂は一時の流路 と 思われる。 6 ・ 7 層はやや撹搾が認められ暗

色を呈する土壌化層である。 時期は古墳~飛鳥時代 と 考え られる。 8 層は水成層である。

【検出遺構 ・出土遺物】 検出遺構はな し。 出土遺物は以下の通 り である。

2 層- 2 区で古代~中世頃の土師器片少量出土。

6B層- 2 区で古墳時代前期頃の土師器片 1 点、 4 区で飛鳥時代の土師器杯片数点出土。 1 は 口径13. 6

cm ・ 器高約4. 5cmを測る。 調整は 口縁部回転ナデ、 底部内面ナデ ・ 外面へラ ケズリである。

7 層- 4 区で古墳時代前期頃の土師器片 2 点出土。

8 層- 3 区でサヌカイト剥片 1 点出土。

( 3 ) まとめ : 調査では全域で中近世の作土層、 古墳~飛鳥時代の土壌化層を確認 し、 東部の 2 ・ 4 区

で土器が出土 した。 8 層上面 (T. P. +6. 5'"'"'6. 75m) が 当 該期の遺構面 と なろ う 。 南西約100mの調査地で、は

同レベルで、古墳時代初頭の溝土里土 と 考え られる層位を確認 している。 飛鳥時代では北約150mの調査地で、

水田域を検出 してお り 、 また同調査では奈良時代の自然河川 を検出 しているが、 5層の水成層 は こ の河

川 に相当する と 考え られる。

【参考文献】

・原田昌則1999 111 東郷遺跡第37次調査Jn財』八尾市文化財調査研究会報告64� (財〉八尾市文化財調査研究会
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第20図 断面図(8=垂直1/100、 水平1/200)出土遺物実測図
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7)中田遺跡(2009-449)の調査

( 1)調査地:刑部二丁目192番(第8図参照)

(2)調査概要:平面規模約2.5X2. 5m、 面積約6.25rrl 1ヶ所について、 現地表(T.P. +10. Om前後)下

1. 5m前後まで、を調査した。 調査で使用した標高は、 八尾市街区多角補助点1A249(調査地西方:

T. P. +10. 431m)である。

【地層】現地表(10.0m前後)下0.3m前後まで、は盛土層。 以下現地表下105mまで、で、8層の基本層序を

確認した。 1層は旧作土層(T.P. +9. 7m前後)である。 2"'4層は床土層と考えられる。 5層は中世頃の

作土層(T.P.+9. 3"'9.4m)と推測される。上面で波状痕跡を確認した。 6層は遺物包含層で。弥生土器が

混在する。 7層は弥生時代後期の遺構ベース層(T.P. +9. 0"'9. 1m)である。 8層は河川堆積層である。

【出土遺物】 5層から土師器の極小片が極少量、 6層および 7層上面から、弥生時代後期末の土器が比

較的まとまった状態で、少量出土した。1は口径9.5cm・器高10cmを測る小型聾で、ある。口縁部は擬口縁で、

タタキの方向の変化から分割成形が観察できる。

(3)まとめ: 今回の調査では、現地表下1. Om(T. P. +9. Om)前後で、弥生時代後期末の遺構ベースや土

器を検出する ことができた。調査地より北東300m地d点に位置する第1次調査地では、弥生時代の遺構ベ

ースは現地表下2.5m(T.P. +8. 1"'8.4m)程度で、検出されており、北東が高く南西が低い。また、北東200

地点の2009-407調査地ではT.P.+8.5m程度で、弥生土器片を検出したが、 遅封書面に相当する地層は検出さ

れなかった。 これらの ことから、 第 1次調査地で検出した集落と、 今回検出した遅封書ベースは別のグル

ープに属するものと考えられる。

【参考文献】
・劇毎佳子1988r24.中田遺跡(第1次調薗J W八尾市文化財調査研究会年報昭和62年度 (財)八尾市文化財調査研究会報

告16� (財)八尾市文化財調査研究会

10.0m 

9.0m 

南壁 西壁

一一「一一人L.「一一一二L 一寸目 了王て二三ごごてここ二二コ/
と三とどさ三三� 5 主竺~ー与与三平半 3 
L-..-Cで一ーすτ〉ち九一二二二�

トー� 6 ト一一一一ブI
8: 

O (1 :100) 2m 

1 暗褐色組粒砂混砂質シルト
2 青灰色粗粒砂混粘土質シルト
3 青灰色粗粒砂・褐色粘土質シルトの互層
4 灰褐色組粒砂混粘土質シルト・組粒砂のブロッヲ
5目禍色粘土質シルト
B 灰褐色粘土質シルト
7 灰褐色灰色楳混粘土質シルト
B 灰色組粒砂

第21図 断面図
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第22園 出土遺物実測図



8)東弓削遺跡(2009-490)の調査

( 1 )調査地 : 八尾木2 丁目23 番地 ・ 21 番3 ・21番2 の 一部 (第9図参照)

(2 )調査概要 : 平面規模約2. 5 X 2. 5m 、 面積約6. 25rrf 1 ヶ所について 、 現地表 (T.P. +10. 7m )下2 .0m

前後ま でを調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区 補助点lOE48 (調査地南東部 : T. P. +11. 056m) 

であ る。

【地層】 現地表下2. 0m 前後までの聞において10層の基本層序を確認した。 1 層は盛土層 及び表土層。

2 層はシル ト 質土層 、 3 層はシノレ ト 層 、 4層 は来占土質シル ト 層 、 5 層は粘質土層 、 6 層は粘質シル ト層

で中世の土師器や瓦 器の 細片を 少量含む。 7 層はシノレ ト 混微砂層で、 この面か ら 井戸を確認している。

8 層は粘質土層 、 9層は粘質土層 、 10層は細砂層で洪水層であ ろう。 この層か ら地下水があ っ た。

【検出遺構・出土遺物】

調査区の西側で 井戸 1 基を確認した。 上層に はN5/1 灰色粘土、下層に はN4/1 灰色粘土が 堆積 している。

下層で曲物を検出 した。 井戸は10層水成層に 達している。 埋土か ら 瓦岩槻の破片が 1 点 ( 1 )出土 した。

1 は 瓦岩槻である。 見込みに平行線状暗文を施し、 器高の低い形態で、 13世紀前半に 比定される。 径の

小さな低い高台を有する も の と 考え られる。

(3)まとめ : 今回の調査では 、周辺の調査で確認されてい る 中 世の遺構を検出 し 、集落域の広が り を

確認した。

【参考文献】
・成樹圭子1993 rxvm東弓削遺跡第6次調査(HY92- 6)J �八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 八尾市文化財調査研究会

報告39� (財)八尾市文化財調査研究会

酉壁 北壁
1 J 17一一一一]「〆

3 10. 0m � ト一一ーョー一一�ト一言Lーて-� 5 f-一一ユ一一一6
井戸1Af74弓 戸二三二ヰ8B十っ二三イ ト一一一一 一一一一ーベ9. 0m :- B.r---w--プ "._____JO__ー

曲物/

1 表土 ・ 盛土層
2 にぶい黄櫨色シル ト賀土
3 にぷい檀色微砂ìmシル ト
4 緑灰色粘土質シル ト5 緑灰色粘貿土
自 明緑灰色粘質シル ト (中世遺物包含層)
7 明緑灰色シル ト1m'徹砂8 緑灰色粘質土
9 灰色細砂混粘賀土
10 明青灰色細砂井戸 A 目 灰色粘土B 灰色粘土(瓦器混在)

第23図 平・断面図(5 = 1/100) 

、三j雪安
o (1 : 4 ) 0叩

第24園 出土遺物実測園
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9)八尾寺内町(2009-457)の調査

( 1 ) 調査地 本町五丁目57-2、 57-3、 58-7、
58-8 (第 9 図参冊

(2) 調査概要 : 平面規族約4. OX2. 5m、 面積約
14. onf 1 ヶ所( 1 区) 、 2. 0 X 2. 0m、 面積約4. 0nf
1 ヶ所( 2 区) の 許2 ヶ所(総面積約18. 0nf) につい

て、現地表(T. P. +8. 5m前後) 下1. 7m前後までを調
査 したロ 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角
点10C50 (調査地西方 ・ T. P. +8. 536m) である。

【地層】 1 区 ・ 2 区とも に現地表下0. 5m前後ま
では盛土層 及び撹乱である。 以下の 堆積状況は 1
区と2 区では異なる。 1 区では砂質シル ト を主と
する 101層�103層が堆積する。 この内102 ・ 103層
は焼土な どを含むブロ ッ ク層である。 103層が近世
の遺構ベースσ.P. +7. 8m) である。 こ の層上面で
士 坑S K1 1 1 を検出 した。 104層は中世の遺構ベー
ス層 (T. P. +7. 6m) である。 104.層上面では、 士 坑S
K121�124、 小穴 3 個 S p121�123、 溝 1 条SO
1 21 を検出 した。 104層上面検出遺構の埋土は、 ②
茶褐色粘土混砂質シル ト を 主としている。 以下の
105層 ・ 106層は水成層である。 2 区では、 201�207
層が河川または沼沢地状の水成層である。

1区北畳 (j) 2区北壁
パ 「一一一一一一寸土161=三己�;D2 201吉元子二守;

τ主宰す -互主主=hf
@ SK121 SP間

" 
SK1111 

8D121 

101 茶褐色磁湿砂質シルト

S K123 

s p122 

o (1 :1(聞 2m
SK124 �ーーーー

10哩茶褐色礎混砂質シルトに健褐色粘土@ブロック
〈蟻土含む)

1曲 茶褐色礎混砂賀シルト・貧褐色粘土質シルト・
灰色粘土質シルトのブロック

1叫 貧褐色砂質シルト
105 原色粗粒砂
106灰色粘土買シルト
201 自灰色粗馳砂
202 茶褐色磁湿砂質シルトに灰色勧主@ブロック
四3 暗茶褐色担粒砂に灰色粘土質シルト@ブロッタ
2叫 灰色粘土質シルト
2団 灰色粘土質シルト・茶褐色粗艦砂の互周
囲B 灰色粘土質事.，"ト
初7 反褐色血栓砂
第1 面遺構坦土(j) 茶褐色粘土・犠土・民のフロック
第Z面遺構埋土l2l 茶褐色粘土混砂賓シルト

第25園 平 ・ 断面図 (S = 1 /100) 

【検出遺構】 S K l 1 1  : 隅丸方形を呈し、 長辺0. 9m ・ 短亙0. 7m ・ 深さ0. 85mを測る。 埋土は茶褐色粗
粒砂混砂質シル ト で、 士1師器 ・ 陶磁器 ・ 平瓦等が数点出土している。 こ の う ち国産磁器碗( 1 ) を図示し
た。 S K121 : 南北に長い 特円形を呈し、 南西部はS K l l 1 に切られている。 長辺1. Om以上 ・ 短辺O. 7m ' 
深さ0. 2mを測る。 内部から土師器.J5i濃等の小片が出土している。 S K122 : 東西に長い隅丸方形を呈
し、 東側に テラス状の段を持つ。 長辺2. 0m以上 ・ 節亙1. Om ・ 深さ0. 2mを測る。 北側を S K 1 1 1 ・ S P
1 23 ・ 南側を S 0121に切 られている。 士師器 ・ 黒色土器A類 ・ 瓦謝宛( 2) 等の小片が出土している。 s
K123 : 長辺1. 3m以上 ・ 鑑忍0. 8m以上 ・ 深さ0. 25mを測 り 、 S p121 を伴 う。 土師器杯( 3 ) 、 亙浩樹宛、
瓦質羽釜、 丸瓦(4) 等が出土している。 S K124 : 長辺1. Om以上 ・ 魁220. 7m以上 ・ 深さ0. 25mを測る。
2 段掘 り で上段にS P 122を伴い、 S 0121 を切る。 土師器小皿( 5 ) 、 丸 瓦 ( 6 ) 等が出土している。 S P
121�123は長径0. 25m ・ 短径0. 2m ・ 深さO. lm前後を測る。 柱痕は認め られない。 S 0121 : ほ ぽ東西に
伸び、 幅0. 2m以上 ・ 検出長2. 2m ・ 深さO. 1mを測る。 土鵬号皿 ・ 国輔の小片が出土 した。

【出土遺物】 1 は 口 径9. 2cmを測る小型の端反碗で、 外面には船 ・ 島 ・ 木な どを 配した風最画を 手描き
し、 見込みの圏織内には文が入る。 形態や文様の 特徴から、 江戸時代末期 (19齢司中頃) の も の と考え ら
れる。 2 は低い高台を持ち、 見込みに粗い平行へラ ミ ガキを行 う 鎌倉時代後期 (13世紀後半) のも のであ
る。 3 � 6 は鎌倉時代末~室町時代前期 (14世紀前半閣のも の と考え られる。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 南側の 1 区で中 ・ 近世の遺構 ・ 遺物を検出した。 北側の 2 区では、 盛
士直下で、 河川 ・ 沼沢地を検出したが、 こ の う ち203層�204上面で土師器 ・ 瓦器の小片が出土した こ と
から、 204層は104層に対応す る も の と考え られる。 平面的には 表せなかったが、 沼沢地と考え られる202 ・
203層は西上が り で中央部が窪んでい る こ とから、 沼沢地は 1 区の西側に広がる も の と考え られる。 今回

25 



の調査地か ら 南50m地点の調査地 (2009-374 第9図参照)でも 同様に 近世の沼沢地が検出 されてお り 、

沼沢地の東限が明 ら かにでき た と 考え られる。

主

てミ→ ペ
て~一丁一五三ク5

え沌if年町、叫 ; 

? (1 :4) 10cm 

で 76 
第26園 出土遺物実測図
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E 平成22年度市内遺跡発掘調査報告
(平成22年4月-12月)



1 平成22年度 4-12月 発掘調査一覧表

遺跡名 調査地 調査目 目 的 対象 聞査方法 面積 間査結果 担当者(申帽番号) (聞査原因) (rr!) 

跡部遺 跡 勝部本町3 盟2年 個人住宅 基礎節 分 2.5X2.5m- l箇所 上層は生産域 の地層と考えられる. 下層は多量の地下
臼Oが予一回4) 丁 目 109番 4月13日 (ta録保存開査) 現地表(T.P.+10. Om) 下2. 0 6.25 水によ り 群細な聞査ができなかったー 商 萩

m 

跡部遺跡 春 日 町 z 丁 H22年 個人住宅 : 基礎部分 2.5X2.5m- l箇所
(2010-45) 冒 7 番 5 5 月 盟 国 (記録保存調査〉 現地表(T.P. +9. 45m)下2. 。 6.25 古墳時代中期 ・平安~鎌倉時代の造物 を検 出 した. 成講

阻

太子堂 2 丁 宅地 ・駐車場 : 1.5X1. 5m- l箇所 今回調査の最終深度であるT.P. +1.6mよ り さらに下部跡部遺 跡 冒30.のー H22年 雨水貯留槽部分 雨水2.5X2.5m- l箇所 8. 50 に古墳時代初頭から前期に対応する地層 の存在が想定 原因(2010て泊:3) 部 10月 7 日 桝部分 現地表(T.P. +9.2m)下1.5 される，f試掘 確認調査) ......1.6m 
春 日 町 3 丁

( 入試孔
分
掘

譲・
・確
住管路

宅
認

部
調
分査 )

2.0X2. 0m- 5箇所跡郁遺 跡 巨12- 1 のー H22.年 現地表(T.P. +自. 日.......9. 7m) 20.00 醇細は II - 3 - 1 ) に包蔵 樋口(2010ー2四) 割、 13-16の 11月 4 日
ー部、 13-17 下2.0m

植松遺跡 棺訟町 5 丁 H22年 分譲住宅 2.0X2.0m-4箇所 当地では近世は水田であっ た可能性が高 〈 、 生産域 と
(2010-50) 冒16番2 5 月 3 1 日 人孔 基礎部分 現地表(T.P.+9. 呂m) 下2.0 16.00 して利用 されていたこ とが判明 したー 成講

(試楓 ー 確臨調査) 1m 

植松遺 跡 永畑町 3 - 1 H22年 自走式駐車場建設 2.5X2.5m-4箇所 1 ・ 2区で平安時代以前10埋没した荷川跡と考えられ
(2010-210) -40 9 月 9 日 基礎部分 現地表(T.P. +10. 8皿)下2. 5 2尻町 る砂層 を確飽し た. 高 萩

f試楓 碓胞調査) m 

植松遺 跡 植松町 7 丁 回2年 個人住宅 基礎郁分 2.5X2.5m- l箇所 現地表下O. 5m前後で近世の遺構 、 l. Om前後で古長編
臼010-265) 目 10審のー 11月15日 (言E揖保存鯛査) 現地表(T. P. +10. 1......10. 2 6.25 川に起因する何川埋士 を検出し た， 。 成海

部 m) 下109m

老原遺 跡 者原 1 丁 目 H22年 分譲住宅 昼寝部分 2.0X2. 0m- l箇所 3層水田耕作土層ILI'土、 土師器や瓦器が混在し てお
(2010-164) 田番11 s月17日 f試楓 碓陣調査) 現地表(T.P. +10. 24m) 下 4.00 り 、 当該期の遺構面が削平受けた可能性 を示唆する成 樋口

2.0m 呆として特筆 される，

太図遺 跡 太 田 3 丁 目 田2年 個人住宅 : 基礎部分 3.0X3.0m- l箇所
(2010-220) 187番 10月12日 (記揖保存鯛査) 現地表(T.P. +12. 5皿)下2. 8 9.00 5 層が古墳時代前期に対応する可能性があるa 原因

m 

恩智 中町2 個人住宅 2.6X2.5m- l 箇
箇

所
所恩智遺 跡 田2年 1.0X2. 0m- l 

(2010--1田) 丁 目 322--ti、 8 月 . .  基
(
礎記録・静保化存槽調部査 分

) 現地表(T.P. +13. 1血}下2. 0 8.25 詳細は II - 3 - 2) 1こ1C8 樋口
322-7 m 

嵐智遺 跡 凪智 中町3 H22年 個人住宅 島礎部分 2.5X2.5m- l箇所
(2010-175) 丁 目 126.6 9月8 8 (!c揖保存調査) 現地表(T.P. +16. 7m) 下0. 8 6.25 酔細Iま II - 3 - 3)に配鴫 樋口

m 

人尾市楽音 分穣 住宅 : 人孔 ・ 智路 1.6X1. 5m- l箇所
楽音寺遺跡 寺 1 丁 目61 回2年 部分 2.0X2.0m4箇所 18. 26 各調査区ともに 現代の整地に伴 う 客土 盛土層 を碓 樋口(2010-84) 番 1 8月28日 (遺構 確認制査) 現地表(T. P.+13. 自......14.0 認し たに留まった.

皿) 下1. 4......2. 3血

楽音寺週量購 人尾市楽音 田Z年 兼用住宅 2.5X2.5m- 3箇所 T 層F を
+
確

13
認

3
し
m

た
前

.後概
とね口前者"が

3
古
2墳-1
時
3代5m

初頭に加~前、期て 土、 壌後者化
(2010--134) 寺3 丁目凹 7月14日 基礎・帯化槽部分 現地表(T.P. +14. 3-14. 6 18.75 樋口

〈試掘 確認調査J m) 下2.5m が弥生時代後期に比定される。

亀井遺 跡 南亀井町 1 田2年 工場 基礎部分 3.0X3.0m- 2箇所
(2010-40) 丁 闘 争3， ー 5 月 14 日 f試掘 碓隠 調査) 現地表(T.P.+9. 3-9. 4m) 18.00 酔細Iま II - 3 - 4) に配鴫 成稗

4， -5 下2. 5-3. Om 

南亀井町2
丁 目 4-1， 4 
3、 4-4、 7 田Z年 分譲住宅 2.0X2. 0m-8箇所

亀井遺 跡 1、 7-2、 8 4.0X4. 0m- 1 箇所
(2010-185) 1、 10-1， 9 月 6・ 人孔 ・ 防火水槽部分 現地表(T.P.+8. 5-9. 4m) 48.00 詳細は II - 3 - 5) 1こE軍 樋口

10ト2， 16、 7 8  t詫楓 確認調査J 下2.0-3.5皿まで
17、 18、
19、 21

董振遺跡 人尾市萱振 H22.年 分韻住宅 : 人孔 ・ 排水2.0X2. 0m- 5箇所 今回の蘭 査地は、 弥生時代中期以降中世に至るまでの
(2010-61) 町 7 丁 目 100 6月14日 管・基礎部分 現地表(T.P.+9. 86皿}下1. 6 20.00 遺構 群が展開する自然堤防からはやや西に外れた遺 樋口

番 (世楓 ・ 確認闘査 ) 血 構 群が希薄な地壊であった可 能性が高い。

萱援適量跡 人尾市北本 田2年 個人住宅 : 孟礎部分 2.0X2. 0m- 1 箇所 中世以降現代に至るまで水田 を中，0，と した生産域 と し
(2010-140) 町 3 丁 目 7 月 四 日 〈記録保存調査〉 現地表(T. P.+6. 3m) 下2.0 uo て利用 されていたこ とが明らかになった， 樋口

101. 102 回

萱振遺 跡 萱振町l T
回2年 分懐住宅 2.0X2.0m- 1 箇所 T.P.5.5m以下で水成層 を碓隠し たほか、 とのよ うな低

(2010-214) 目106- 1 の 9 月 9 8 基礎部分 現地表(T.P.+6.8m) 下2.0 4.00 湿な地形環境 を基盤 とし て、 中世以降現代に至るまで 樋口
郁 (院掴 ・ 確障関査 ) 1m 水田耕作土層が形成 されること を明 らかにした。

27 



遺跡名 調査地 調査日(申請番号)

萱振遺跡 萱振町 1 丁 田2年
包010-173) 13112 9 月 初 日

萱援遺跡 費援町 2 丁 田Z年
(2010寸231) 冒100番のー 10月 6 日部

萱振遺跡 �"転沼T3了 盟2年
臼010-ベ239) 目1田番2 10月14日

萱振町 2 丁
萱振遺跡 巨100暑のー 田2年

(2010一回0) 部及び101 12月 1 日
番、 102替 1

南木の本4
木の本遺 跡 丁 目 1番目 田Z年
位。10--110) のー部、 1 8月31日

番目のー部

木の本遺 跡 南木の本2 田Z年
(2010一目的 丁 目 四番田 11月8 日

木の本遺 跡 南木の本3 H22年
(20骨-478) 丁 目 1 - 1 11月26日

久宝寺遺跡 北亀井町3 H22年
(20骨.... ) 丁 目204番6 4 月 7 日

久宝寺遺跡 棋川町 5 丁 田2年
(2010-11) 巨10一自2 4 月 7 日

久宝寺遺跡 南久宝寺2 田2年
(2009-488) 丁 目 四番 4月27日

北久宝寺3
久宝寺遺跡 丁

び5
目
7

由
番

香
、 及60 H22年

(2010-27) 4月288番、 由香の
各 部
入尾市劃"

久宝寺遺跡 町 4 丁 目 H22年
(2010-43) 17. 18 6 月 7 日

19. 20. 22 

久宝寺遺跡 神武町122ー 回2年
(2010-乏49) 1 ・ 183 10月 12 ・

13 ・ 14 日

久宝寺寺内町 人尾市久宝 田Z年
(2010-48) 寺 3 丁 目39 6月21日番. 142番

郡川遺跡 垣内 3 丁 目 田2年
(2010-33) 203番1 5 月 6 日

郡)11遺跡 教興寺 3 丁 H22年
(2009-483) �81番 5 月 1 1 日

郡)11遺跡 郡川 3 丁 目 田Z年
(20骨-477) 82- 1 のー 6 月 3 ・

部 4 8  

郡川遺跡 郡川 3 丁 目 1122.年
(2010-17) 5審‘ 6 審 6月10日の一部

田Z年
郡川遺跡 八尾市教典 6]J24 
(2010-35) 寺4 丁 目 s 8 • 9 月番、 9番 13日

目 的 対象 調査方法(調査原因)

個人
(記住揖宅保存基欄礎査 部

)分 2.0X2.0m - l 箇所
現地表 白.P. +6. 8m) 下2. 0
m 

個人住宅 : 基礎部分 2.0X3.0m - l 箇所
(記録保存調査 〉 現地表(T.P.+9. 3......9. 6m) 

下2.5m

分画住宅 2.0X2. 0m - 3 箇所
人f孔院部祖分

碓管寵路悶部査 )分
現地表(T.P， +7. 4-7. 6m) 
下2.0m

2.6X2. 6m-2箇所分
(譲試住掘宅

・ 確基認礎調査 部分
) 現地表(T.P. +6.6m)下2.0

m 

2.6X2.5m- l 箇所個人{記住録宅保存基調礎査 部
)分 現地表(T.P. +10. 2血}下2. ， 

m 

2.6X2.5m- l 箇所

面積
(n!) 調査結果

T.P. +6. 6m以下で水成層 を確認 したほか、こ の よ う な
4 00 低

水
湿
田耕

な地
作

形
士

環
眉

境
が

を基盤 k して、 1 ・ 2 ・ 4眉 > いった
固 形成 される と k を明らかにし た。

中世以降の水田遺 構 と極少量ではあ るが2層から中世
6. 00 遺 物が出 土しており、 付近一帯10中世集落が存在し た

可能性がある.

12.00 詳細は II - 3 - 6) に1il8

中世頃に形成 されたと推劃 される5眉は、 2 区の 6 眉
12. 田 湿へ地

は
性展堆開

積
し

層
な

に対応すると考えられるこ と から、 南方へは 開 ない可 龍性が高 〈 なqた。

古
調

高
墳査
〈

時地
な

代
っ

を初
た

中
頭

白
心

~
に
中期に比定 される10眉土壇化層部、 本

6.26 、 よ り 北や東に展開し ている可能性が
〈 な た」

個人{記住録宅保存基調礎査 部
)分 現地表(T. P.+I0.日血}下2. 01 6.26 近世頃までの地層 を確認 したに留ま った。

m 

公園造成 忌礎部分 2.5X2.5m - 2 箇所
(試掘 ・ 碓隠 調査 ) 現地表(T.P. +10. 4皿)下2. 。

m 

工場 基礎部分 3.0X3.0m - l 箇所
(試掘 ・ 碓陣調査 ) 現地表(T.P. +7. 9m) 下2. 7

m 

分穣 住宅 基礎郁分 1.8X1.8m - l 箇所
(院楓 ・ 確認帽査 ) 現地表(T.P. +10. Om)下1. 3

m 

分
(譲試住掘宅

確
人認孔調

部査 分) 
2.0X2.0m - 4 箇所
現地表(T. P.+8.日-9.0m)
下1.6-2.0血

事務所・ 作業場 2.5X2.5m - 2 箇所
基礎部分 現地表 (T. P.+7. 6m)下2.7

(試掘 ・ 確陣調査 ) 1m 

道路、 水道、 下水道 2.0X2. 0m - 2 箇所

f酷楓人孔碓
部

隠
分調査 )

現地表(T.P.+9. 85皿)下1. 5
m 

倉 庫 確
基礎

認
部闘分査 )

3.0X5.0m- 5 箇所
(制調 現地表(T.P. +7. 8m) 下3. 0

-3.5m 

個人
〈記住録宅保存益調礎盃部〉分 2.0X3.0m - l 箇所

現地表 (T. P.+8. 7m)下2.0
m 

個人住宅 2.5X2.5m - l 箇
箇

所
所1.2X2.6m-l 

基〈礎配録・ 静保存化槽調部査 分
) 現地表(T.P.+15. 6m)下2. 4

m 

分譲住宅 ・ 倉 庫 : 2.0X2. 0m - 2 箇所

(試
浄掘化槽

確部認分闘査 )
現

血)
地

下
表

2
tT. E +11. 1~11.2 

下2. 1......2.4血

特別義謹老人ホーム : 3.0X3. 0m - 3 箇所
基(試礎掘

・
・持確化認槽調部査 分

) 
現地表(T. P. +16. 2......18. 7 
皿) 下1. 7......2. 4皿

個人住宅 1.0X2.6m- 2 箇所
基礎 ・ 浄化槽部分 現地表(T.P. +宮8. 4.....28. 6

〈言E揖保存嗣査 ) m)下2.0m

2.0X2.0m- 1 箇
箇

箇

所
所

所
分議 住宅 3.0X3.0m- 1 

擁壁 ・
確
宅地

認
部

調
分査 )

2.5X2.5m - 2  
f試掘 現地表(T.P. +17. 4......17. 5 

m)下2.5......3.0皿

28 

12.50 

9.00 

3. " 

16.00 

12.50 

8.00 

76. 00 

6.00 

9.37 

8.00 

27.00 

5 加

2活 5市

現地表下2. 0血種度までが平安時代後期以降の作土で
あ るこ と が判明し た，

涯辺で検出 の平安時代末~鎌倉時代の水岡耕 作土居 を
確隠 した.

間査 は現地表下1. 3m前後で絡了。 周辺で確認の古墳時
代後期~奈良時代の地層には遣していないと考えられ
る。

詳細は II - 3 - 7 ) 1こ1il8

酔細Iま ' - 3 一 目 ) に配鴫

1 ・ 2区ともに、 南北10伸び る ヒ ューム管が埋股 され
てお り 、 それに伴 う 客土 ・ 盛土層 を確隠 した10留まっ
た.

詳細Iま II - 3 - 9 ) 1=1ê職

詳細はII - 3 -10)lこE軍

4 ・ 7 ・ s 層は、 調査 地面方で確障の弥生時代後期、
古4費時代中期、 鎌倉 時代等の温構面に相 当 する可能性
が高い，

跡
闘査

は
地
見

付
出 せ

近は
な

各
か

館
っ

にあたるため か‘ 当地では生活の寝
は見出 せな た.

詳細は II - 3 -11) rこ1il8

酔細はII - 3 -12) に記雄

詳細はII - 3 -13) に配車

担当者

樋口

原因

原因

樋口

樋口

成措

成講

成講

坪図

挿図

坪悶

樋口

坪 図

樋口

坪 困

成講

成海

坪岡

樋口



遺跡名 調査地 調査日(申請番号)

郡)11遺跡 教興寺 7 丁 田2年
包010-328) �"審3 12月21日

小阪合遺跡 山本河南8 田Z年
(2010-12) 丁 目 110番 4 月 8 "

小阪合遺跡 南小阪舎町 盟2年
臼010-146) 2 丁 目 白番 8月18日

の 郁

小阪合遺跡 膏山町4丁 田Z年
(2010--232) 巨16喝 10月 5 日

小阪合遺跡 青山町4丁 1122年
(2010--105) 冒2渇沼、 10月 8 日255、 256

小阪合遺跡 小阪舎町 2 回2年
臼010--188) 丁 目 崎番" 11月 1 日

小阪合遺跡 山本河南7 田Z年
包010ー坦0) 丁 目 l四番目 12月 z 日

小阪合遺跡 南小阪合町 1122年
(2010-349) 2 - 1  12月16日

住堂遺跡 末広町 5 丁 回2年
臼010-178) 目91、 自ト2 9 月 2 日

人尾市春 闘棋川廃寺 町 1 丁 目 8 田2年
(2010--96) 番 2 6 月 盟 国

成法寺遺跡 入尾市高美 1122年
(2010-ii5) 町 1 丁 目 10 6 月 8 日- 2  

成法寺遺跡 開業町 1 丁 回2年
(2010-168) 巨37-3 ' 37- 8 月 6 日4 ・ 37-6

成法寺週量購 南本町 2 丁 田Z年
(2010--165) 冒39番2 8月20日

神宮寺遺跡 神宮寺 4 丁 田2年
位010-169) 目 113番 9月24日

南太子堂 6
丁 目 113番 ・
114番 ・ 116

太子堂遺跡 番 . 116番 112.年
(2010-イ217) 1 ・ 11自書 9月28日

1 ・ 11自書 ・
124番 ・ 126
番のー郁

太子堂遺跡 東太子 2 丁 1122'年
(2010-イ219) �24脅3 10月 5 日

人尾市岡井
岡井中遺跡 中 4 丁 冒19 田2年
(2010--{i7) 番、 盟番、 6 月 羽 田23番

岡井中遺跡 八尾市空港 田2年
(2010-70) 1 丁 目 126 7 月 8 日

岡井中遺跡 岡井中4丁 H四年
(2010-152) � 5 審 8 月 四 日

目 的 対象 調査方法(調査原因)

個人住宅 l. EiX2.0m - l 箇所

基
(言礎E揖保持存己欄槽

査部)分 2.5X2.5m - l 箇所
現地表 白.P. +17. 4皿}下1. 9
m 

分譲住宅 基礎部分 2.0X2.0m - l 箇所

f試掘 確認調査) 現地表(T.P. +10. 0皿)下2. 1
阻

個人住宅 基礎部分 2.5X2.5m - l 箇所

(ta録保存開査) 現地表(T.P， +弘 5m) 下2. 。
m 

その他 建物 3.0X3.0m - 3 箇所
(寄宿舎) 基礎部分 現地表(T.P. +自. a.......g.6m)

(試掘 確認調査) 下2.6m

分譲住宅 2.0X2.0m - 4 箇所
人孔及ぴ管路部分 現地表(T.P. +9. 6......9. 8m) 
f試楓 確認調査) 下2. 1-2.6皿

デイサービス 2.5X2.5m - 2 箇所
センター : 基礎部分 現地表(T.P， +咽. 5m) 下2. 。

f院掘 確認欄査) m 

3.0X3.0m - l 箇所個人{記住録宅保存基調礎査部) 分 現地表(T.P.+10. 9血}下2. 0
m 

広告塔設置 2.0X2.0m - l 箇所
基礎部分 現地表(T. P.+9.0m)下2.。

(試掘 ・ 確陣調査) 1m 

個人住宅 基礎郁分 2.5X2.5m - l 箇所

(言E蝿保存鯛査) 現地表(T.P， +9. 2m)下2.5
m 

学習塾 : 基礎部分
2.0X2.0m - l 箇

箇
所
所2.6X2.5m - 2  

(試掘 確認調査) 現地表(T. P.+9. 76血} 下1.6
.......2.5m 

特別養護老人ホーム : 3.0X3.0m - 2 箇所
基礎部分 現地表(T.P. +唖.7m)下3.0

(試掘 ・ 確陣調査) 1m 

分穣 住宅 基礎部分 2.0X2.0m - 3 箇所

f院楓 確認関査) 現地表(T.P. +9. 9m) 下2. 0
m 

その他 住宅建設 2.5X2.5m - l 箇所
基礎部分 現地表(T.P. +8. 9m) 下1. 0

(試掘 ・ 確認調査) 1m 

個人住宅 島礎部分 2.0X2.0m - l 箇所

(配録保存調査) 現地表(T.P. +15. Om)下2. 4
m 

倉庫 ・ 事務所 : 2.5X2.6m-4箇所

基礎部分 3.0X3.0m - l 箇所

(試掘 確認闘査) 現地表(T.P. +9. 2...... 宮.6m)
下2. 1......2.7皿まで

個人住宅 : 基礎部分 2.5X2.6m - l 箇所

〈言E揖保存嗣査) 現地表(T. P.+9.6m)下2.2
m 

3.0X3.0m - l 箇所個人〈記住録宅保存基調礎査部〉 分 現地表(T.P. +11. 3皿}下2. 5
回

個人住宅 基礎部分 2.5X2.5m - l 箇所

〈配録保存調査) 現地表(T.P. +11. 1m)下2.5
m 

個人住宅 : 基礎部分 2.5X2.6m - l 箇所

(言E揖保存嗣査) 現地表(T.P. +11. 4皿}下2. 6
m 

29 

面積
(n!) 

9.25 

4.00 

6.25 

27.00 

16.00 

12.50 

9.00 

4.00 

6.25 

16.50 

18.00 

12.00 

12.50 

4.00 

34. 00 

6.25 

9.00 

6.25 

6.26 

調査結果

醇細はII - 3 -14)に記蛾

詳細はII - 3 -15) に配車

中世頃の当地周辺は、 水田を中心と した生産域であっ
た と と が明 らかになったa

醇細はII - 3 -16) に記揖

醇細Iま II - 3 -17) に配車

S層が 中世以降、 4 層が平安時代末~鎌倉時代、 5 層
が古墳時代中期~平安同時代、 @ 層が弥生時代後期~古
境時代前期、 7層が弥生時代後期以前に比定される.

T. P. +9. 1m以下で玉串川の前身阿川 左推測される 8 眉
河川堆

で
積

連
層

綿
を確認したほか、 この上位には、 現代に雷l

る ま と 水田耕作土居が形成されるこ左を明らか
にした.

T.P.+7.4m以下で7 層荷川堆積層を確隠したほか、 こ
の上位には、 現代10至るまで連綿と 水田耕作土層の続
く こ と を明らかに したー

T.P. +7. 9m以下で水成層が存在するほか、 とのよ う な
低湿な地形環境を基盤 と して、 1 - 4 層 と いった水田
耕作士層が形成されるとと を明らかに した。

詳細はII - 3 -18)1こ1B8

酔細Iま II - 3 -19) に配鴫

当地一帯が近 ・ 現代まで水聞を中心と した生産域 と し
て利用 されていた こ と が判明した，

詳細はII - 3 -20)lこ1B8

T. P. +13.4m前後において、 近世以前と考えられる 2 ・
3層水田耕作土層の存在を確隠 したに留まった，

北に位置する 1 • 2 区(T.P. +8. Om前後}で古代の遺構
面を確認した，

T.P.+7.9mの6 屠が奈良時代頃の作士と考えられ、 以
降、 連綿k生庫壊と しての土地剰用が続いてい る こ と
を確認した.

T. P. +10.4-10. 5mで土壌化層 を確認した。

近世の木樋を検出 したー 北側に存在する平野川 と周辺
の水固 と を繋ぐ水路であったと推定されるー

水田耕作士層が連綿k形成される こ kが明 らかになっ
た。

担当者

成講

坪岡

樋口

樋口

坪 岡

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口

坪 岡

坪 岡

樋口

原因

樋口



遺跡名 調査地 調査日 目 的 対象
(申請番号) (調査原因)

岡
包

井
010

中
一

遺
回

跡
6) 

岡井中 3 丁 田2年 個人慌住揖宅保存基欄礎査
部

)
分

巨113・ 114 11月 9 日

黒谷 4 丁 目 白

高安官墳群 番3のー部、 田Z年
(試
入孔

掘

分説
浄
確

住

認
己
宅
槽
調

部
査)

分(20 .. 一印刷 17番2， 17番 12月17日3， 17-唇4，
1.替、 34審

東郷遺跡 桜ケ丘3丁 回2年 兼用住宅 基礎部分
(2010-15) 目112番 1 4月13日 f院祖 碓寵悶査)

東郷遺跡 桜�丘3丁 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査部
)
分

(2010-4) 巨111暑 4月26日

H22年
東郷遺跡 北本:JIT 2 丁 5月27 ・ 学校 基礎部分
(2010-51) 冒 2 番 5 28日 f試楓 確認調査)

東郷遺跡 八尾市桜ケ 回2年 個人住宅 基礎部分
(2010-76) 丘 2 丁 目14 7月15日 (Ja録保存閉査)番

東郷遺跡 東本町 4 丁 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査部
)
分

包010--230) 巨 2 番 8 の 9月24日ー部

東郷遺跡 光 町 1 丁 目 H22年 酎T 基礎部分
(2010ベ四1) 錫番 錦番 10月 1 日 f試楓 碓陣調査)

東郷遺跡 桜ケ丘 1 丁 田2年 個人住宅 : 基礎部分
(2010-244) 臣官2審 ー 曲 10月18日 (記揖保存鯛査)番 2

東郷遺跡 東本町 1 丁 田Z年 個人{記住録宅保存基調礎査部
)
分

(2010--177) e79 11月盟国

中間遺跡 入尾木北 5 H22年 分譲住宅 島驚部分
(2010-44) 丁 目 担番 6 月 4 8 f酷楓 碓隠調査)

人尾市刑部 回2年中国遺跡 4 丁 目 3同番 6 月 10 ・ 個人住宅 : 基礎部分
(2010-79) 及t13曲替の (記録保存網査)

各 部
11目

中岡週量購 人尾市人尾 田2年 個人〈記住録宅保存孟調礎査部〉
分

(2010-81) 木北 1 丁 目 6月18日71番

中国遺跡 入尾木北 2 田2年 個人住宅 島礎部分
位010-142) 丁目時番2 8 月 2 日 (配録保存調査)

中国遺跡 刑部 1 丁 目 H22年 個人住宅 : 基礎部分
(2010-56) 106 8 月 5 日 〈記揖保存網査)

中国道量跡 押l部 1 丁 目 田Z年 個人〈記住録宅保存基調礎査部〉
分

(2010-1咽) "番2 9月16日

中国遺跡 中 国 1 丁 目 田2年 個人住宅 基礎部分
(2010-215) 72番 9月17日 〈配録保存調査)

中関遺跡 人尾木北4 H22'年 后備 基礎郁分
(2010-イ218) 丁 目 崎、 17 9月22日 (試掘 確認闘査)

中国酒量跡 人尾木北 1 田Z年 個人住宅 : 基礎部分
(2010寸235) 丁 目 14番 9 月 四 日 〈記録保存調査〉

刑部4丁目
中国遺跡 110番 1 ・ H22年 分懐住宅 入孔部分

(2010-ベ257) 112番唱各 10月26日 f院祖 碓偲関査)
部

調査方法 面積
(n!) 

2.5X2.6m- l 箇所 6.25 現地表 白.P.+11. 4皿)1.8血

2.0X2.0m- 3 箇所
現地表(r.p. +47. 6-49. 届 12.00 
m) 下2. 3m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P， +由. Om) 下2. 2 4.00 
m 

2.6X3.0m- l 箇所
現地表(T.P. +7. 7m)下2. 7 7.60 
m 

4. 0X4. 0m-2箇所
3.0X3.0m - l 箇所 41. 00 現地表(T.P. +7. 9......8. Om) 
下3. 3m 

2.0X3.0m- l 箇所
現地表(T.P， +咽. Om) 下3. 。 7.50 
m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P. +7. 6m) 下2. 1 4.00 
m 

2.0X2.0m- l 箇所
2.5X2.5m- 3 箇所 16.50 現地表(T.P. +7. 7-7. 8m) 
下1. 5......2. 5皿

2.0X2.5m- 8 箇所
現地表(T.P， +7. 8......7. 9m) 15.00 
下2.0m

2.6X2.5m- l 箇所
現地表(T. P.+8. 呂田)下2.0 6.25 
m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P.+10. 7m)下2. 5 4.00 
m 

2.0X3. 0m-2箇所
現地表(T. P.+12.白血)下3.0 12.00 
m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P.+10. 45m) 下 UO 
2.0m 

2.0X4. 0m- l 箇所
現地表(T.P.+10. 6m)下2. 。 8.00 
m 

2.5X2.6m- l 箇所
現地表(T.P.+10. 6皿}下2. 1 6.26 
m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P.+10. 75m)下 UO 
2.0m 

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P. +9. 4m) 下2. 3 4.00 
m 

3.0X3.0m - 2 箇所 18.00 現地表(T. P.1.0m)下1.6血

1.5X2.0m- l 箇所
現地表(T.P. I0.7m)下2.0 3.00 
回

2.0X2.0m- 2 箇所
現地表(T.P. +10. 9m)下2. 0 8.00 
m 
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調査結果

本欄査地付近から西に展開する何川の存在が予測さ れ
る。

調
れ
査

、 調
で

査
は南

地
の

は谷
3

地
区

形
で北

を埋
に向かつて下がる地山眉が見ら

れ、 め立てた状況であるこkを確
認 した.

5層上面(T.P. +6. 3m) が北西部で確障した古墳時代前
期布留式期の遺構面に対応するが、 当聞査地では遣
構 ・ 遺物は見られなかった。

4 ・ 5 眉(T.P. +6. S-6. 1血)が周辺で確認の弥生時代後
期 ・ 古墳時代前期の遺構商に対応する可館性がある
が、 当調査地では中世頃に作士化しているk考えられ
る。

全壊で中世~近世頃の作土 ・ 耕作構を、 また 1 区では
同時新頃の河川雄噛を硝認した. それ以下では基本的
には当地は河川埋没後に沼沢地化した状況が続いてい
たと考えられるー

詳細Iま II - 3 -21) 1こ28

中世~近世頃の作土 在 、 以下の水成層を確認し、 遺
構 ・ 遺物は全 〈 見 られなかった.

酔細Iま II - 3 -22)に配眠

詳細はII - 3 -23】!こE載

詳細はII - 3 -24)1こ28

T. P. +9. 2m以下において湿地位堆積層を確隠したー 中
世以降t土、 水聞を中心と した生産域と して利用されて
いたことを明 らかにしたー

古代以降現代に至るまで、 当地一帯が水田を中心 と し
た生産域と して利用されていた こ と が判明した白 古墳
時代初頭~前期については‘ 状況を確認す る こ k がで
きなかったa

T.P.十日. 5m付近で確認の 7 層 は、 土
付

壇
近

化
に

の
お

進
い
行

て
が

遺
顕
構

著
な こ と が注目 される。 屠相からは、
が検出される可能性が高いと推測される，

酔細Iま II - 3 -25)に配鴫

闘査では中世以降と考えられる湿地性堆積や何川堆
積 作土層を確認した。 周辺では未樽曜の奈良時代の
土器が見られたことから、 当敵期の集落が存在する可
能性がある.

詳細はII - 3 -26)1こ28

T. P. +8. 2mで大部分がNR l に切られる古墳時代初頭
~前期の土壌他層を確隠したー 本調査地の西方におい
て当骸期の遺構が検出される可能性が高いー

T. P. +10.
水
Om

田
以

耕
下

作
で

士
2
層

層
し
河

か
川

形
堆

成
積

さ
層

れ
を

な
確

い
認

と
し

k
た

か
。 宜上に

は 1 層 旧 ら、 本
闘査地ー帯が‘ 近代まで何川壊に位置 したことが明ら
かになった。

古墳時代初頭~前期の土壌化居が、 付近一帯に分布 し
ていることが明 らか』乙なった。

酔細Iま II - 3 -27)に配聴

担当者

樋口

坪 岡

坪 図

坪 岡

坪 岡

原因

坪 岡

樋口

樋口

成海

樋口

樋口

樋口

樋口

坪 岡

原因

樋口

樋口

樋口

樋口



遺跡名 調査地 調査 目 的 対象 面積
(申請番号) 1 1IIII ..EL.oe. I IIIII ..EL .... I 調査原因) 調査方法 (凶) 調査結果 担当者

人尾木 1 丁
中 田遺跡 巨21審 1 の 1122年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X2.6m- l 箇所 T.P. +8. 8m以下で湿地性堆積眉を確認 したほか、 こ の

位。10-272) ー部、 白書 12月 6 日 {昔日揖保存欄査} 現地表 白.P. +10. 2皿}下2.31 5. 00 上位には、 現代に至るまで連蹄>水田耕作士眉の続〈 樋口

2 血 こ k を明らかにした.

中 田遺跡 入居木北 3 田Z年 個人住宅 : 基礎部分 2.5X2.5m - l 箇所
位。10-315) 丁 目 225番2 1 12月21日 (記録保存調査} 現地表(T.P. +10. 6皿)下2. 51 6. 25 詳細は II - 3 -28) に配車 成梅

阻

花岡山遺跡 楽菅寺 6 丁 田2年
(賦

学
防
校

掘
火

新

・
水
棟

碓
槽

建

偲
部

陵

悶
分

査)

3. OX 2. 0m- 1 箇所 今回の開査では、 客土 ・ 盛土層宜下において地山層が

(2009-1蛙->) 目 1 番地 8 月 9 " 現地表(T. P.刊畠.8m)下2.51 9.00 存
在す る と と を碓隠 したa したがって、 表土などは、 樋

m 現代の開発等に伴い削平されてい る と と が明らかに 口
なった.

東弓削遺跡 都塚 1 丁 目 田Z年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X2.0m - l 箇所
白日時-481) l3l暑 4月23日 {記録保存調査} 現地表(T.P. +14. 4皿}下2.51 4.0011醇細は II - 3 -29)に記揖 成準

m 

東弓削遺跡 A尾木 2 丁 田Z年 分語住宅 : 基礎部分 2.5X2.5m - 2 箇所
白009-453) 冒182番 5月10日 (試楓 ー 確認調査) 現地表(T.P. +11. 0皿)下1.71 12.50 醇細は II - 3 -30)に配車 成海

-2 4m 

東弓削遺跡 八尾木 3 T 田2年 分限住宅 : 宅地部分 3.0X3. 0m - 2 箇所 埋没何川上面でプロyタ層 を樟出したa 当地付近は旧
(2010-57) 日目 3畢2番 7 、 6 月 2 日 (院掴 ・ 確障関査) 現地表(T.P. +12. 4m)下2.41 18.001;畏額川の河道跡にあたると とから、 河')11埋設笹に整地 成海回世 1 1 --' - � 1 ，_.- r_�_�_， 1m が行われた と考えられる.

東弓削遺跡 八尾木3 丁 1122年 2.5X2.5m- 2箇所 中世頃の作土居を確認 した， 南接する2010-64調査地は

(2010-72) 冒四番 1 6月 z 日
分説住宅 : 基礎部分 現地表(T.P. +12. 2血}下2. 01 12. 50 旧長南川の影響を強〈 受げていたよ うであるが、 当地 占指

(試掘 ・ 確認調査) 血 は!日阿川の周陸部に位置 し、 水日開発が行われた も の 刷醇
と考えられる，

東弓削遺跡 A尾木東 1 田Z年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X2.0m - l 箇所 本調査地の最終掘削面が第4 !<調査の第 1 面よ り 上部
。010-181) 丁

モ
回
f

目 163番2 l ïï月25日 伺噂保存調査) 現地表(T. P.+11.1皿)下2. 01 4.00 にあたることから、 概ね古墳時代中期以降の堆積層で 原因
m あ る こ と が想定されるー

東弓削遺跡 八尾木東 1 田2年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X3.0m - l 箇所
位。10-291) 丁 目 10自審 1 1 12月 3 日 (証蝿保存聞査} 現地表(T.P. +10. 7m)下2. 21 6. 00 詳細はII - 3 -31) 1こE載 樋口

m 

東弓削遺跡 八尾木 4 丁 田Z年 共同住宅 基礎部分 2.5X2.5m - 2 箇所
位。10ー羽田 部

冒10番のー 12月 呂 田 (試掘 ・ 確
・

認調査) 現
血

地表 [T. F. +10. 6血}下2.51 12.EO 詳細は II - 3 -32) IこE輯 坪回

水越遺跡 大字太極486 田2年
(試

地
持掘

区
化
・

集

碓
槽

会
部
隠

所
分調査)

1 5X Z Om- 1 箇所 3層は弥生時代揖期以降の造物包含層に対応す る と 考
位。骨-425) 番26 1 5 月25日 現地表(T. P.+宮2.0皿)下2. 01 3.00えられる. 3層上面は平安時代後期以降の#曜の可能 成海

m 性があるー

2.0X3.0m - l 箇所
水越遺跡 大富田3番 5 田Z年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X1.5m- l 箇所

位。10-107) I_�=v，_� - 1 9月 14 日 {記録保存調査} 現地表(T.P. +16. 9皿}下2. 11 9.00 詳細は II - 3 -33)1こE鴫 原因
-2.3血まで

美園遺跡 美園町4丁 田Z年 診療所建股 : 基礎部分 3.0X3.0m - 4 箇所
位。10-179) 目iõg:ã

'
I _�月24 ・ (試掘 ・ 確陣調査) 現地表(T. P.+7.2-7.4m) 1 36.0011醇細は II - 3 -34)に配鴫 樋口
25日 下2.5m

宮町遺跡 宮 町 2 丁 目 回Z年 個人住宅 : 基礎部分 2.0X3.0m - l 箇所
(2010-87) 138- 2 1 6月17日 (記蝿保存嗣査} 現地表(T.P. +6. 1m) 下2. 0 1 6. 00 詳細IまII - 3 -35) 1=1ê職 坪回

m 

宮町遺跡 本町 6 丁 目 1122年 個人住宅 : 孟礎部分 2.0X3.0m - l 箇所 T. P. +7. 0血以下lこ 5 - 8層水成層が存在するほか、
位。10ー沼田) 166番8 1 11月 四 日 {記録保存調査} 現地表(T. P.+8.0皿)下2. 0 1 6. 00 このよ う な低湿な地形環境を基盤として、 1 - 4層水 樋口

皿 田耕作土屠が形成されるこ と を明 ら かに押した，

宮町遺跡 本町7丁目 田Z年 住宅型有料老人 2.5X2.5m - 2 箇所 旧表土直下で近世の遺構を確隠 したー 南東2田m地点の
。õió-ã5Îj) I �蝿番2 ・ 12月22日 ホーム : 基礎部分 現地表 (T. P. +唖. 4m)下2. 0 1 12.50 調査地(東郷34!< ・ 70衣)では、 中世の集落が検出され d曲

197番 2 ， " " " . ， (試掘 ・ 確陣調査) 1m ているが、 当地は中世にほ何川であったと考えられ 踊博
る.

人尾市本町
A尾寺内町 5 丁 目 2.番 1122年 工場 : 基礎部分 2.5X2.6m - 2 箇所
位。10-14日 の一部及び 7 月 2 3 日 (歩幅 ・ 確認闘査) 現地表(T.P. +唖. 0.....8. 2m) 1 12. 50 醇細はII - 3 -36) 1=1ê職 樋口

30暑のー部 下2.02

八尾南遺跡 西木の本3 田Z年 個人住宅 : 孟礎部分 2.0X2.0m - l 箇所 今回の調査地一帯は、 低湿な地形環境を基盤として、
位。10一回7) 丁 目 77 1 9月 10 日 {記録保存調査} 現地表(T.P. +乱 6m)下2. 0 1 4.001;水田 を中心と した生産壌と して利用されていたこ と が 樋口

皿 判明した。

入居南遺跡 若林町 3 T 1H22年 個人住宅 : 孟礎部分 2.0X3.0m - l 箇所 6層水田耕作土層は、 府センターが実施した八尾南
位。1(>-27自) 目.1番 111月初日 (配録保存調査) 現地表(T.P. +12. 7m)下2. 01 6. 00 遺跡の調査やYS90ー17故調査で確隠 されている弥生 樋口

m 時代後期中葉の 4 層に対応する可極性が商いー

入尾南遺跡 西木の本2 1H22'年 分離住宅 : 基礎部分 2.5X3.6m - 2 箇所
位。10-319) 丁 目 113 112月13日 (雷同組 ・ 確認闘査) 現地表(T.P. +10. 0皿}下2. 11 17.60 近世頃の耕作士を確認 した。 坪田

m 

31 



遺跡名 調査地 調査日 目 的 対象
(申請番号) (調査原因)

矢作遺跡 安中町8丁 田2年 分
(
説
試掘

住宅
確

基認礎
瞬

部
査)

分
包O伸�2) �40審2 5月24日

八尾市高美
町6丁 目48

矢作遺跡 1、 48-2、 田2年 兼用住宅 : 基礎部分
(2010-85) 4!Hのー 7 月 盟 国 f試掘 確認調査)

部、 金問ト2の
部

矢作遺跡 南本耳 5 了 盟2年 個人住宅 基礎部分
臼010-129) 目21番6 8月10日 (ta録保存開査)

矢作遺跡 高美町 3 丁 田2年 唐舗 基礎郁分
(2010--176) 巨 2 番 10月 4 日 (試掘 確認調査)

弓削遺跡 弓削町南3 H22年 事務所 基礎部分
(20骨-433) -21-2 4 月 2 1 日 (試掘調査

塩蔵文化財包蔵地外}

池島 ・ 福万寺 山本河北3 回2年 礼拝所 基礎部分
遺跡隣接地 丁目国番1 9月27・ (院担問査
臼010--125) 号 28目 埋蔵文化財恒蔵地外)

旭ケ丘 5 丁 回2年 分餓住宅
萱振遺跡隣接地 目10審 1 ・ 4 月 13 ・ 人孔 ・ 防火水槽部分

臼O骨-489) 2 ・ 3 、 75 1.日 ー 7 (院掘帽査
番 1 ・ 6 �16目 埋蔵文化財包蔵地外)

底舗
東郷遺跡 旭ケ丘 1 丁 田2年 貯水槽 ・ オ リ 7 イ ス析

隣接地 巨112番、 9 月 3 " 部分
(2010一目。 11>番

担韻文
(試

化
掘

財
調
包

査
疎地外)

商業町 7 丁
巨 阻害 1 ・

矢作遺跡 14審1 • 14 遊技場建殴
隣接地 番2のー 田2年 基礎 防火水槽

(2010-147) 部 ・ 1.番s 9月14日 f賦姻鯛査 埋蔵文化の一部 ー 23 財包蔵地外)
番 1 のー
部 ・ 却番 1

調査方法 面積
(n!) 

2.0X2.0m- 2 箇所
現地表 白.P. +11. 6皿}下1. 6 8.00 
m 

2.5X2.5m- l 箇所
現地表(T.P. +11. 4m)下2. 。 6.25 
阻

2.0X2.0m- l 箇所
現地表(T.P. +9. 86m)下2. 。 4.00 
m 

2.6X2.6m- 2 箇所
現地表(T.P. +自.4m)下2.0 12.60 
m 

2.5X2.5m- 2 箇所
現地表(T.P. +13. S.......13. 8 12.50 
m)下3. 0......3.4皿

2.5X2.5m- 5 箇所
現地表(T. P.+9.3...... 由.7m) 31. 25 
下2.5m

2.0X2.0m- 8 箇所、
3.5X3.5m- l 箇所
3.0X7.0m- l 箇所 53.00 
現地表(T.P. +咽. 4......S. 9m) 
下2. 0"""3. 2m 

2.6X2.5m- 2 箇所
現地表 (T. P.+i目. lm)下2.3 12.50 
m 

3.5X3.5m- l 箇所
3.0X3.0m-4箇所 48. 25 現地表 。.P.+I0.自......11.3
皿)下2. 0mまで
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調査結果

作士眉や河川埋士を検出 した。 近辺の
の

開
生

査
活
成
面

果
左 考

から、
4眉上面は近世の、 8眉上面は中世 生活面 え ら
れる.

本調査地一帯が、 近代まで河川域に位置 した こ と を明
らかにした。

今回の開査では、 当地が中世以降、 水田を中心とした
生産域と して利用されていた と と を明らかに した。
2006-104'聞査地では居住域が検出されてお り 、 その闘
連性が注目される.

1 区 7層上面で遺構の存在を確認す る こ と ができた。

醇細Iま II - 3 -37)に配車

玉串川の前身何川 と 推測される 2 ・ 4 層何川堆積層を
確極す る こ と ができた。

中世~近世頃の作土層を確認。 西部で確認の古墳時代
前期キ古代の居住塙は当地には及んでいない と考えら
れる.

T.P. +6.8m以下
に

で
至

阿
る

川
ま

堆
で

積
、

層
連綿

が存
と

在
水
す
田耕

る
作
ほ

土
か

居
、 この上

位には、 現代 が形成
されてい る こ と が明 ら かになった，

今回の聞査では、 客士 ・ 盛士届置下において長調川の
前身何川に伴う 砂礁優勢の埴積層 を確認したに留まっ
た。

担当者
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